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は じ め に

昭和62年 か ら、EDIの 業界標準化作業を開始 した㈲ 日本電子機械工業会(EIAJ)は 、

(財)日本情報処理開発協会 産業情報化推進セ ンター(CII)と 共 同で、昭和63年 に新 しいE

DI標 準の開発 を行 った。 このEDI標 準で は、流通業界 に比べて データ項 目の多 い電子機器業

界特有のメ ッセー ジ構造 を考慮 し、既 に米国で採用 されていた可変長 フ ォーマ ッ トを採用す る こ

とになった。様 々な検討 の結果、 シンタックスルール,標 準 メ ッセー ジお よび標準 データ項 目で

構成す るのが合理的であ る との結論 にな ったが、 このような フォーマ ッ トの構成方法 は、米国の

ANSIX.12や 当時審議 中であ ったEDIFACT(ISO9735)と 同一 であ る。

シンタ ックスルール は新 たに開発す ることにな り、CIIが 提案 したデータタグ方式 シンタ ッ

クスル ールを、EIAJの 改良提案 にもとつ いて、データ項 目の区切 りをデ リミターか らレング

スタグに変 更 して設計 された。 この シンタ ックスルールは、当初か ら漢字データの使用や他業界

へ の適用 も考慮 されて いたが、 当面の単一業界(電 子機器 業界)へ の適用を前提 に、一部 の拡張

機能 は保留 される ことにな り、電子機器業界での限定使用 にな ることか ら、EIAJシ ンタ ック

スル ール と命名 された。EIAJで は、EIAJシ ンタ ックスルールの使用を前提 に した標準 メ

ッセージと標準 データ項 目の開発を進めたが、 これ らは、EIAJ標 準 メ ッセー ジ、EIAJ標

準 データ項 目と呼ばれ るよ うになった。

昭和63年 秋 に、実用性 を確認す る トライアル(試 行)が 行 われ、好結果を得 たため、平成元

年4月 に、EIAJシ ンタ ックスルール,EIAJ標 準 メ ッセー ジお よびEIAJ標 準デ ータ項

目を まとめて、rEIAJ取 引情報化対応標準1A』 と して、電子機器業界のEDI標 準 と した。

これが、EIAJ標 準 で ある。

EIAJ標 準 は、その後順調 に電子機器業界への普及が進ん だが、電子機器業界での成果を他

業界で も注 目す るよ うにな り、EIAJ標 準を使用 したい とい う電子機器以外の業界が増加 して

きた。 しか し、EIAJ標 準のベースになっているEIAJシ ンタ ックスルール は、 当面 の電 子

機器業界へ の適用を前 提 に、一部 の機能が保留 されていたため、他 業界では使用で きない とい う

問題が生 じて きた。保留 されてい るために障害 となった機能 とは、使 用可能 データ項 目数を24

0種 以上 に拡張す る機能 であ る(EIAJ標 準 では、最大239種 のデータ項 目を使 用で きる)。

電子機器業界単独で の使用 であれ ば、239種 のデータ項 目で もメ ッセー ジの設計 は不可能 で

はないが、例えば、製造業界全体で の使用になった場合 には、239種 ではとうてい足 りない状

況になる。そ こで、 当初保留 され た拡張機能 を復活す ることにな ったが、予想を遙に越 え るEI

AJ標 準の普及 を考慮 し、既 に表面化 して きた不具合点 も含めて、EIAJシ ンタ ックスル ール

を改良す ることにな り、 その検討 は平成2年 度か ら開始 された。



この検討 は、EIAJシ ンタ ックスルールの原提案者であ るCIIに おいて行われ
、平成2年

末か ら平成3年 にか けて、EIAJと の調整が行 われ た。EIAJシ ンタ ックスルールを改良 し

た新 しい標準 は、rCIIシ ンタ ックスル ール』 と呼ぶ ことになったが
、従 来のEIAJ標 準 と

の互換性の確保(上 方互換)に っ いて特 に留意 された。 さ らに、国際標準 と して制定 されたED

IFACT(ISO9735)と の互 換性 にっ いて も真剣 な検討が行 われたが
、メ ッセージの内

部構造 も含 めた完全 な互換性を確保す るのは難 しいため、 メ ッセー ジ ・グル ープの外部構造 につ

いての互換性を確保 したオ プシ ョンを、 当面 の対策 と して追加 して いる。 こう して、平成3年4

月1日 に、rCIIシ ンタ ックスル ール試作仕様1 .00』 が まとめ られ、 さ らに、CIIシ ンタ

ックスルールの採用 を決めた建設業界等か らの要望などを追加 し
、平成3年8月28日 に 『CI

Iシ ンタ ックスルール試作仕様1.02』 が 発表 された。平成3年 度～4年 度 にか けて、 トランス

レーターの開発 も行われ、実用化テス トも実施 され た。平成4年7月1日 か らは
、一般ユーザー

に対 して トラ ンス レーターの供給 も行われ るよ うにな り、平成4年8月28日 付 けでrCIIシ

ンタ ックスルール110』 と して公開す る ことにな った。

CIIシ ンタ ックスルールは、 このよ うな経過で誕生 した、わが 国の国内取 引に用いるEDI

のたあの標準である。最大の特徴 は、漢字 の使用 と効率の向上で あ る。長期 に渡 って使用可能な

標準で あ り、業界 間や業際の取引に も適用可能 である。今後、CIIシ ンタ ックスルールをベー

スに した標準メ ッセ ージの開発が各業界で行 われ、わが国のEDI標 準化の進行が期待 される。

平成4年8月28日

産 業情報化推進セ ンター



『Cllシ ン タ ッ ク ス ル ー ル1 .11及 び1.51』

1993.3.31

(産 業情 報 化 推 進 セ ンタ ー)

CIIシ ンタ ックスル ールは、我が国のEDIの 標準化を促進 す るために、新たに開発 された

構文規則であ る。 この シンタ ックスルール は、閲 日本電子機械工業会で開発 されたEIAJシ ン

タ ックスルール(電 子機器業界のEIAJ標 準)を 、他 の業界 に も適用で きるよ うに拡張 した シ

ンタ ックスル ールで、EIAJシ ンタ ックスルールに対 して上方互換の機能設定 にな ってい る
。

本仕様 は、実用仕様 と して公開 したrCIIシ ンタ ックスルール1 .10(1992.8.28)」

の改訂版で、 『CIIシ ンタ ックスルール1 .11』 とrCIIシ ンタ ックスルール1 .51』 の2

種類で構成 されている。rCIIシ ンタ ックスルール1 .11』 は、 同110にY属 性 を追加 した

規格であ り、 それ以外 は同一であ る。rCIIシ ンタックスル ール1 .51』 は同1.11に さ らに

設計画像 データ伝送機能 を追加 した規格で、バ ージョン1.51が バー ジ ョン111を 包含 す る形

にな って いる。

バ ージ ョン1 .11と バ ー ジョン1.10は 、 ほとん どの場合互換性を とることがで き、通常 は一

緒 に使 うことが できる(詳 細 は、付属 資料の第7項 を参照)。 バ ージ ョン1 .51に ついて も、設

計画像 データ伝送機能を使 う時には、専用の トランス レーターが必要 にな るが、そ うでなければ、

バー ジョン1.10や1.11と 一緒 に使 うことがで きる。

本仕様の管理は、今後 と も当セ ンターである働 日本情報処理 開発協会 産業情報化推進セ ンタ

ーで行 う
。 また、著作権を含む工業所有権 は当セ ンターに帰属す る。 しか しなが ら、我が国のE

DIの 普及 と標準化推進のため、当セ ンターは本仕様の仕様を広 く公開す るとともに、無償 での

使用 を認め る。同時に、本仕様 の一部を変更 したよ うな紛 らわ しい シンタ ックスルール の仕様 は、

標準化の乱れにっなが る類似規格の発生 を防止す るため、排 除の対象 になることに注意 され たい
。

さ らに、本仕様 によってベ ンダーで開発 された トランス レーターにつ いては、CIIシ ンタ ッ

クスルール準拠表示を、製品に行 うことを認 める。但 し、粗悪品等の発生が あった場合 、CII

シンタ ックスル ール準拠表示 の中止を求めることが ある。当セ ンターでは、 このよ うな事態 を防

止す るため、当セ ンターの示す特別な手続 きを実施 した トラ ンス レーターに対 して、r産 業情報

化推進セ ンター推奨』表示を許可す ることと している。

本仕様 に関す る問 い合わせ先を、下記 に示す。

壱105東 京都港区芝公園3-5-8機 械振興会館内

側)日本情報処理開発協会 産業情報化推進 セ ンター

TELO3-3432-9386FAXO3-3432-9389
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要概1

rCllシ ン タ ッ ク ス ル ー ル の 概 要 』



「



1.1特 徴

CIIシ ンタ ックスルール は、我が国のEDIに 適合す るよう使用可能文字 と使用通信 シス

テムを特に考慮 した体 系であ る。以下に主 な特徴 を述べ る。

① 製造業界 な ど、項 目数 の多 いメ ッセージの コーディ ングに適 した、可変長 フォーマ ッ ト

の採用。

② 英数字 、カタカナ、 ひ らが な、漢字な ど、我が国のEDIで 必要 とす る文字 をサポー ト。

③ 複雑 な業務処理 に対応 できる多機能なメ ッセージ構造(繰 返 明細の9重 のネステ ィ ング

が可能)。

④ 最小 のメ ッセー ジ長 を実現す る効率的なメ ッセ ージ ・コン トロール構造(デ ータタグ/

制御タグ方式)。

⑤ 我が国 のEDIの 標準化 に十分 な、61439種 のデータ項 目を使用 で きる。

⑥ 通常のEDIに は十分 な、最大長32767文 字(漢 字の場合は、16383文 字)の

データ項 目が取 り扱え る。

⑦EIAJシ ンタ ックスルールと互換性があ る。 シンタ ックス レベ ルで、上方互換 にな っ

ている。

⑧ 以上の特徴を十 分に発揮 させ る トラ ンス レーターのサ ポー ト(CIIト ラ ンス レーター

は、様 々な コ ンピュー タに対 して供給 され る)。

尚、ベ ンダーか ら実 際に開発提供 される トランス レーターで は、取 り扱 い可能な最大 デー タ

項 目長 などは、上記 の値 よ りも小 さい場合があるので、ユ ーザーが導入す る際には、注意 が必

要 である。
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1.2基 本 構 造

CIIシ ンタ ックス ル ール は、 フ ァイ ル 転 送(バ ッチ型,リ アル タイ ム型)で 実 現 す るED

Iの た め に設 計 され て お り、 そ の基 本 形 式 は、一 つ の メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ヘ ッダ ー、複 数 の

メ ッセ ー ジ(複 数 の バ イナ リーデ ー タ)及 び一 つ の メ ッセ ー ジグル ー プ ・ トレー ラで構 成 され

る フ ァイル で あ る(図1-1の 上 段 を参 照)。 メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダ ー、 メ ッセ ー ジ及

び メ ッセ ー ジグル ー プ ・ トレー ラ は、 そ れ ぞれ 一 つ の レコ ー ドに 収容 され る(一 つ の メ ッセ ー

ジを一 つ の レコー ドに収容)。 この 構 造 を基 本 形 式 と して 分割 モ ー ドと称 す る一 つ の メ ッセ ー

ジを複 数 の 固定 長 レコー ドに収 容 した 形 式 が あ る(図1-1の 下 段 を参 照)。

(1)基 本 形式

図1-1の 上 段 の構 造 で 、CIIシ ンタ ックス ル ール の基 本 形 式 で あ る。 メ ッセ ー ジ グル

ー プ ・ヘ ッダ ー とメ ッセ ー ジ グル ー プ ・ トレー ラ は
、 それ ぞれ 一 つ の251byteの 固 定 長 レ

コ ー ドに収 容 され 、一 つ の メ ッセ ー ジが一 つ の可 変 長 レコー ドに収 容 され る。

(2)分 割 モ ー ド

図1-1の 下 段 の構 造 で あ り、 基 本 形 式 と基 本 的 に は同 一 で 、 交 換 の 階層 も同 じで あ る。

しか し可 変 長 レコー ドが取 り扱 え な い通 信 システ ム に適 合 す る よ う、一 つ の可 変 長 メ ッセ ー

ジ は複 数 の251byteの 固定 長 レコ ー ドに収 容 され る。 この モ ー ドの縮 小 モ ー ド(後 述)は

EIAJシ ンタ ックスル ー ル との 互 換 性 が 高 い。

基本形式 ●

酎ノ

ィ
ノ

へ

口
!

一

一

ル

セ

〃
ノ

フ
メ

メッセ ジ(可 変 長 レコード)

251byte

(同 一)1

可変長

;
ノ

■

レ

イ
ー

ト

O
1

一

ー

レ

セ

グ

フ
メ

251byte

(同 一)1

分 割 モード

メッセージ

グループ・

ヘツ

251byte

メッセ ジ(分 割 化 レコ

251byte251byte

)ド

251byte 251byte

メッセージ

グルーブ・

トレーラ

251byte

図1-1基 本 形 式 と分 割 モ ー ドの 伝 送 形 態
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1.3縮 小 モ ー ドと拡 張 モ ー ド ー

CIIシ ンタ ッ ク スル ー ルで は、 デ ー タエ レメ ン トはTFD(TransferFormData)形 式 で、

伝 送 され る。TFDは 、 デ ー タエ レメ ン トに、 デ ー タ タ グ及 び デ ー タ ・レ ング ス タ グ(レ ング

ス タ グ)が 追 加 さ れ た もの で 、 図1-2の フ ォー マ ッ トで あ る。 一 つ の メ ッセ ー ジは、 このT

FDを 必 要 数 集 め て構 成 され 、例 え ば、1通 の注 文 書/請 求 書 を 表 す 。

『デ ー タ タ グ』 と は、 デ ー タ エ レメ ン トの意 味や 属 性 を表 すIDで あ リ、 そ の値 は、 標 準 メ

ッセ ー ジ及 び デ ー タエ レメ ン ト・デ ィ レク トリー(デ ー タ項 目一 覧 表)上 で 、項 目Na(整 理番

号)と して表現 され る。データタグには縮小形式(239種 のデータエ レメ ン トを表示で きる)

と拡張形式が あ り、CIIシ ンタ ックスル ールで は、メ ッセー ジ長 を短縮す るために最適 な使

い分 けが行われ る。 この使 い分けを コン トロールする制御子 を、拡張モ ー ド指示子 と呼ぶ。

TFDエ リア中の拡張モ ー ド指示子(X`FO')の 左側を縮小 モー ド領域、右側を拡張モ ー ド

領域 とい う(図1-3を 参照)。 縮小モー ド領域 中のTFDに は、縮小 モー ドのデータタグが

使用 され、拡張モ ー ド領域 中のTFDに は拡張 モー ドのデータタグが使用 され る。TFDエ リ

ア中に拡 張モー ド指示子が ない時 は、すべ て縮小モー ド領域 とな り、TFDエ リアはEIAJ

シンタ ックスルール との互換性が高 くなる。

この長 さ(デ ータ長)を 表す
アータエ レメ ン ト(デ ータ項 目)の 識別子

図1-2TFDの 構 造

メヲセージ・トレーラ

↓

メヲセージ・

ヘヲダー

縮小 モー ド領域 X'FO' 拡張モー ド領域

L拡 張モード指示子

TFDエ リア(メ ッセ ー ジ本 体)＼ 〉

図1-3縮 小 モ ー ドと拡 張 モー ド(メ ッセ ー ジ本 体)
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1.4非 透過モー ドオプシ ョン

このオプ ションは、J手 順等の非透過モ ー ドの通信回線を使用す る時 に用 いる。CIIシ ン

タ ックスル ール は、透過モー ドの通信回線用 に設計 されてい るため、非透過モ ー ドの通信回線

を使用すると一部のデータが通信制御のキ ャラクターと衝突 しデータ伝送がで きない。非透過

モー ドオプシ ョンは通信 制御 キ ャラクターとの衝突を避 けるための対策 を追加す るオ プシ ョン

である。但 し、 このオプ シ ョンを設定す るとデ ータ長が長 くな る。 したが って、透過モー ドの

通信回線を用 いる時 は、 このオプ ションを使用 しない。

1.5文 字 コー ド

CIIシ ンタ ッ クスル ール の基 本 仕 様 で は、JIS-XO201及 びJIS-XO208(

JIS第1水 準 、 第2水 準 漢 字)を 標 準 の文 字 コー ドとす る。 特 に、 メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ

ッダー とメ ッセ ー ジグル ー プ ・ トレー ラで は、 英 数 字(ブ ラ ンク と@を 含 む)以 外 の 文 字 の使

用 は禁止 され 、文 字 コー ドもJIS-XO201の 使 用 が 義 務 づ け られ る。 ユ ー ザ ー デ ー タ に

っ いて は、 ロ ーカ ル協 定 に基 づ くロー カ ル文 字 の使 用 が 可 能 で あ るが 、 推奨 で きな い。JIS

-XO208は
、 メ ッセ ー ジ中のTFDの デ ー タ部(デ ー タエ レメ ン ト)で の み使 用 で き る。

ま た、TYPE-Eで は、 す べ て の セ グメ ン トに つ い て、JIS-XO201,JIS-X

O208の 文 字 コ ー ドを使 用 しな けれ ば な らな い 。JIS-XO208は 、CIIセ グ メ ン ト

内 での み使 用 で き る。

1.6ト ラ ンス レーター

1.6.1ト ラ ンス レーターのア ウ トライ ン

送信用の トラ ンス レーターは、オ プシ ョンのサ ポー トによ り、様 々な機能の ものがあ る。 し

か し、すべて の送信用の トラ ンス レーターは、次の条件の内のどれか1っ(拡 張モ ー ド)を 検

出す るまで、縮小モ ー ドで メ ッセージを作成す る。

①240以 上の値を持つデータ ・タグの検 出

② 明細番号付 マルチ明細の検 出

すなわち、縮小/拡 張モー ドを 自動的 に設定す る。一つの メ ッセー ジ中で以上 の条件が成立 し

ない時は、メ ッセー ジ全体が縮小 モー ドで作成 され る。

受信用の トラ ンス レーター も、オ プ ションのサ ポー トによ り、様 々な機 能の ものが ある。 し

か しオプシ ョンサポー トの範囲で、すべ てのモー ドを 自動検 出す る。

また、 トラ ンス レーターには文字 コー ド変換機能が含 まれ、漢字のJIS第1、 第2水 準を

カバ ーす る。文字 コー ドの変換 は、必要 に応 じてバ イパ スで きるオプ ションが設 け られ る。
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1.6.2モ デル ・ トラ ン ス レー タ ー

トラ ンス レー ター は 、EDIシ ステ ム に と って 、最 も重 要 な要 素 で あ る。CIIシ ンタ ッ ク

ス ル ール の 大 きな特 徴 の一 つ は、 トラ ンス レー タ ーを あ らか じめ 考慮 して設 計 され て い る こと

で 、本 シ ンタ ッ クスル ール が 期 待 す る トラ ンス レー ター の 構 造 や 機能 が あ らか じめ決 あ られ て

い る。 この標 準 トラ ンス レー ター を 、rモ デ ル ・トラ ンス レー ター』 と呼 ぶ 。

トラ ンス レー タ ーの 仕 様 を標 準 化 す る場 合 に、 最 も困 難 な事 項 は、 一 般 的 なAPI(ア プ リ

ケ ー シ ョン ・イ ンタ フ ェー ス)の 標 準 化 で あ る。APIは 、 ユ ーザ ーの コ ン ピュ ー タ ・シス テ

ム の構 成 やEDIシ ス テ ム の構 成 に応 じて様 々な 形態 が あ り、 通 常 、 汎用 的 な仕 様 を定 義 す る

こ とは難 しい。 そ こで 、業 務 処 理 シ ステ ム との デ ー タの 受 渡 しを す べ て フ ァイル で行 い、 トラ

ンス レー タ ーへ の起 動/停 止 な どの 指令(コ マ ン ド)を 手 動 で 与 え る、実 質 的 にAPIの な い

トラ ンス レー タ ーを 設 定 す る。 この トラ ンス レー ター は 、 いわ ば 架空 の トラ ンス レー タ ーで あ

り、 単 な る設 計 ガ イ ドで あ るが 、 ユ ーザ ー環 境 に応 じた 機 能 を追 加 す る ことで(APIの 変 更

等)、 実 用 的 な トラ ンス レー タ ー に な る。 従 って 、 モ デ ル ・ トラ ンス レータ ー は、 様 々な ベ ン

ダ ーがCIIト ラ ンス レー タ ー を 開発 す る時見 本 とな る もので あ る。

モ デ ル ・ トラ ンス レー タ ーを 参 考 に してベ ンダーが トラ ンス レー ター を開 発 す る こ とで、 異

な るベ ンダ ーが 開発 した トラ ンス レー タ ーの 組合 せ で も問 題 な くEDIの デ ー タ交換 が 可 能 に

な る。

モデ ル ・ トラ ンス レー ター は、 コ ン ピュー タ の機種 に よ らず 同一 で あ るのが 原 則 で あ るが 、

メ ンフ レー ム に実 装 され る トラ ンス レータ ー とパ ー ソナ ル ・コ ン ピュ ー タ(パ ソ コ ン)に 実 装

され る トラ ンス レー ター とが 、 同一 の性 能/機 能 を保 持 す る とい うわ けに は いか な い。 そ こで 、

EDI本 来 の 目的 で あ るデ ー タ交 換 に問題 が 生 じな い範 囲 で 、 パ ソ コ ン用 トラ ンス レー タ ー で

は 、機 能 の 簡 略化 が 行 われ る。

従 って 、 モ デル ・ トラ ンス レー ター は4種 存 在 す る。 す な わ ち 、

① メ ンフ レー ム用 モ デ ル ・ トラ ンス レー タ ー

a.デ ー タ送 信 用

b.デ ー タ受信 用

② パ ソ コ ン用 モ デル ・トラ ンス レー タ ー

a.デ ー タ送 信 用

b.デ ー タ受 信 用

で あ る。 図1-4は 、 メ ン フ レー ム用 モ デ ル ・トラ ンス レー タ ー(送 信用)の 構 成 例 で あ る。
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原 データ 受 信 確 認 データ 出 力 メッセージ

INPFILEACKFILEOTSFILE

(プライベートフォーマット)(ス タンダードフォーマット)

ダイナミック・アサイン

ディアサイン

送 信 用 モ デ ル ・ トラ ンス レー ター(STRSEMA)

、A

実 行

コントロール

A

A
護 裏;:1・4

A

A

CHCVTFLSMCVTFL

∠ ∠
Ψ 、'

O
o

1パラメータ〕

SYSIN
1!ブ・ ○;1;

実行

力 レポート

SYSOUTTPCTLFL

CHCVTSL・

ノ ・ン・イ・・lCHCVTCL↑

EROUTFL

コ竿lk
、、CVTCL

←SMCVTSL〉 6
0

6
0

ソ ー ス ソ ー ス

図1-4送 信 用 モ デ ル ・ トラ ンス レー ター の構 成 例(メ イ ンフ レーム 用)
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第1章 キ ャ ラ ク タ ー セ ッ ト と 文 字 コ ー ド

1.1キ ャラクターセ ッ ト

CIIシ ンタ ックスルールでは、8bit文 字 と16bit文 字(漢 字)が 使用で きる。表1-1は 、

CIIシ ンタ ックスルールで使用可能な8bit文 字の一 覧表 である。 これ以外 の文字 は原則 と し

て使用で きないが、 ローカル協定に基づ くロー カル文字の使用 も不可能で はない。

16bit文 字は、別途資料rCIIシ ンタ ックスルール漢字 コー ド表』を参照の こと
。

1.2文 字 コー ド

文 字 コー ドは、 原 則 と してJIS-XO201(8bit文 字 、表1-1に コー ドを 示 す)とJ

IS-XO208(16bit文 字)を 用 い る。 しか しなが ら、 ロー カル 協定 に よ り、 ロー カル な

文字 コ ー ドを 用 い る こ と も不 可 能 で はな い。

表1-18bit文 字 コ ー ド 表

llOIll21314151617181glAIBICIDIEIF
0

　

1

2 SP 1
"

# $ % &
,

( ) * 十
,

一
● /

3 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 : ; < = 〉 ?
4 @ A B C D E F G H 1 J K L M N 0
5 P Q R S T u V W X Y Z [ ¥ ]

A

一

6
,

a b C d e f 9 h i j k 1 m n O

7 P q r S t u V W X y Z { 1 }
一

8

9

A o 「 」 、
● ヲ ア イ ウ 工 オ ヤ ユ ヨ ツ

B 一 ア イ ウ 工 オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ
C 夕 チ ツ テ ト ナ 二 ヌ ネ ノ ノ、 ヒ フ へ ホ マ

D ミ ム メ モ ヤ ユ ヨ ラ リ ル レ 口 ワ ン
" o

E '

F

(注)コ ー ドは 、Hex表 示,縦 軸 は,上 位4bit,横 軸 は、下 位4bitで あ る。

網 桂トけの 部 分 は使 用禁 止 で あ る。
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1.3メ ッセ ー ジグ ル ープ ・ヘ ッダ ー とメ ッセ ー ジグ ル ープ ・ トレー ラの キ ャラ ク タ ー セ ッ ト

と文字 コー ド

メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダ ーで は、表1-2に 示 す8bit文 字 の み使 用 可 能 で あ る。 ま た、

メ ッセ ー ジグ ル ー プ ・ トレー ラ も含 め て、 文 字 コー ドはJIS-XO201を 用 い な けれ ば な

らな い 。 ロー カル 協 定 に よ る ロ ーカ ル コー ドの使 用 は許 され な い。

この処 置 は、 オ ー プ ンなEDIネ ッ トワー クにお いて 、確 実 なデ ー タ交換(行 き先 の コ ン ト

ロー ル)を 行 うた め に必 要 で あ る。

表1-2 メ ッセ ー ジグ ル ー プ ・ヘ ッダー 及 び メ ッセー ジ

グル ー プ ・ トレー ラの 文 字 コー ド表(8bit文 字 コー ド)

101112131415161718191AIBICIDIEIF一
〇

1

2 SP

3
1

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

4 @ A B C D E F G H 1 J K L M N

5

I

P Q R S T u V W X Y Z

(注)コ ー ドは、Hex表 示,縦 軸 は,上 位4bit,横 軸 は、 下位4bitで あ る。

網 掛 け の部 分 は使用 禁 止 で あ る。
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第2章 構 成 要 素 の 定 義

以 下 の 記述 で は、8bitを1byteと 記述 し、X`1A'は 、Hex表 示 を表 す もの とす る。又 、 誤 解

を避 け るた め に、 例 え ば、 キ ャラ クタ ーCはC(X`43')の よ うにHex表 示 を 併用 す る。又 、 図 示

され た フ ォー マ ッ ト中 の 値 は、 すべ てHex表 示 とす る。 さ らに、 特 に 断 らな いか ぎ り、バ イ ナ リ

ー と は、符 号 無2進 数 とす る。

2.1交 換

一 つの交換 とは一 回の通信 システム上の接続 に相 当 し
、一つ又 は複数のメ ッセー ジグル ープ

を含 む ことがで きる。一つの交換 に含まれ るすべ ての メ ッセ ー ジグループは、 その交換で は、

通信 システム上の あ る発信地か ら別の着信地に送信 され る。

2.2メ ッセ ー ジグル ー プ

ー っ の メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ヘ ッダ ー と一 つ の メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ トレー ラの対 で構 成 す

る通 信 シス テ ム上 の エ ンベ ロー プ を メ ッセ ー ジグル ー プ とす る。 このエ ンベ ロー プ は 、複 数 の

メ ッセ ー ジ、 複 数 の バ イ ナ リー デ ー タ及 び複 数 の特 殊 情 報 を含 む こ とが で き、EDIで 必 要 な

交 換 電 文 を構 成 す る。

2.3メ ッセ ー ジグ ル ー プ ・ヘ ッダ ー

メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ヘ ッダ ー は、固 定 長 デ ー タエ レメ ン トで 構 成 され る全 長251byteの

固定 フ ォーマ ッ トの 文 字 列 で あ る。

2.4メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ トレー ラ

メ ッセ ー ジグル ー プ ・ トレー ラ は、 固定 長 デ ー タ エ レメ ン トで構 成 され る全 長251byteの

固 定 フ ォー マ ッ トの デ ー タ 列 で あ る。

2.5メ ッセ ー ジ

ー つ の メ ッセ ー ジ ・ヘ ッダ ー
、 一 つ のTFDエ リア及 び メ ッセ ー ジ ・ トレー ラで 構 成 す る可

変 長 の デ ー タ列 で あ る。TFDエ リア に、EDIユ ーザ ー の テ キ ス トデ ー タが 格 納 され る。

26高 速 応答1-EDl用 メ ッセ ー ジ

短 い応答 時間 が要 求 され るイ ンタ ラ クテ ィ ブEDI(1-EDI)で 、CIIシ ンタ ッ クス

ル ーで は、 専 用 の メ ッセ ー ジ形 態 が 用 意 され る。 短 い応 答 時 間で な くて もよ い場 合 は、2 .2の

エ ンベ ロー プを用 い る。
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2.7バ イ ナ リー デ ータ

ー つ の バ イ ナ リー デ ー タ ・ヘ ッダ ー 、複 数 の バ イ ナ リーユ ニ ッ ト及 びバ イナ リー デ ー タ ・ ト

レー ラで構 成 す る可 変 長 の デ ー タ列 で あ る。 バ イ ナ リーユ ニ ッ トに 、EDIユ ー ザ ーの 長 大 ビ

ッ ト列 デ ー タが 格納 され る。

2.8特 殊情報

特殊情報 は、固定長データエ レメ ン トで構成 され る全長251byteの 固定 フォーマ ッ トのデ

ータ列であ る
。通信 システムの運用上必要 な情報などが格納 され る。

2.9固 定長 デ ータ エ レメ ン ト

デ ー タ長 が 固定 され て い るデ ー タ エ レメ ン トで あ る。数 字 や文 字 な ど3種 類 の属 性 が あ る。

CIIシ ンタ ックスル ー ル で は 、 メ ッセ ー ジ グル ープ ・ヘ ッダ ー、 メ ッセ ー ジグル ー プ ・ トレ

ー ラ
、 バ イ ナ リー デー タ ・ヘ ッダ ー、 バ イ ナ リーデ ー タ ・ トレー'rラ及 び特 殊 情 報 な どで 用 い ら

れ る。

2.10可 変長 データエ レメ ン ト

数値データの左側のゼ ロあ るいは文 字列データの右側 のブランクの省略を行い、有効 データ

のみで構成 されるデータ長 が可変の データエ レメ ン トである。数字や文字な ど6種 類の属性が

ある。 このデータエ レメ ン トは、 メ ッセー ジ内のTFDエ リアの中で、TFD形 式デー タの構

成要素 と して用 い られる。

2.11デ ータエ レメ ン トの記号名

固定長 データエ レメ ン トの記号名 は、1文 字の英字 と2桁 の数字か らな る3文 字の コー ドで

表す(例 、A20な ど)。 可変長 データエ レメ ン トの記号名は、5～6桁 の数字 コー ドで表す

(例 、02088な ど)。

2.12TFD

通信上で可変長 データエ レメ ン トを扱 う形式で、データタグ、 レングスタグ及 び可変長 デ一

夕エ レメ'ントでTFDを 構成す る。TFDに は、TFD形 式データ1とTFD形 式 データ2の

2種 類があ り、TFD形 式 データ1に はEDIユ ーザーのデー タを格納す る。

2.13デ ー タ タ グ

TFDの 意 味 を表 す 数 値 で 、 1～2byteの ビッ ト列 で あ る。
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2.14レ ン グス タ グ

TFDを 構 成 す る可 変 長 デ ータ エ レメ ン トの 長 さを 表 す数 値 で 、1byteか3byteの ビ ッ ト列

で あ る。

2.15フ ァイルと レコー ド

コンピュータ ・システムにおける補助 記憶装置の論理 的管理単位を ファイル とす る
。 フ ァイ

ルには、構造化 フ ァイル と非構造化 ファイルがある。

構造化 ファイルにおけ る論理的分割単位を レコー ドとす る。 固定長 フ ァイルは
、長 さが一定

の固定長 レコー ドの集合体であ り、可変長 ファイルは、長 さが可変の可変長 レコー ドの集合体

である。

2.16格 納構造

メ ッセ ージグル ープ等の ファイル/レ コー ドへの格納方法を
、格納構造 と呼ぶ。

(1)交 換単 位の格納構造

一っ の交換 は
、一つ のフ ァイルに格納す る。

② メ ッセ ージグル ープの格納構造

一っのメ ッセー ジグループを一つの ファイルに格納 して もよい し
、複数のメ ッセー ジグル

ープを一つ のフ ァイルに格納 して もよい
。 しか し、一 つのメ ッセー ジグループを複数の フ ァ

イル に格納 して はいけな い。
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第3章 デ ー タ エ レ メ ン トの 種 類 と 属 性 ・長 さ の 表 記 方 法

データエ レメ ン トには、固定長 データエ レメ ン トと可変長データエ レメ ン トがある。可変長

データエ レメン トは、TFDの 構成要素 として使われる。

3.1固 定長 デ ー タ エ レメ ン トの種 類 と表 記

(1)文 字 列

8bit文 字 で 構 成 され るデ ー タ列 で あ る。rX(n)』(nは 長 さでbyte数)で 表す 。

(2)数 字 列

8bit文 字 の 「0～9」 で 構 成 され るデ ー タ列 で あ る。r9(n)』(nは 長 さでbyte数)

で 表 す。

(3)2進 数

長 さが1～4byteの 符 号 無2進 数 で あ る。rBin8』 は1byte、rBin16』 は2byte、

rBin24』 は3byteそ してrBin32』 は4byteの 符 号 無2進 数 表す 。

3.2可 変長データエ レメ ン トの種類 と表記

(1)8bit文 字列(X属 性)

最大長32767文 字の8bit文 字で構成 され る文字列 データエ レメ ン トである。後述す る

TFD形 式で は、最 も右側 にあるブラ ンク以外の文字 よりもさ らに右側にあ るブラ ンクを省

略す ることがで きる。例えば、r△ △ABC△ △△△』 とr△ △ABC』 は同一の意味であ

る。

(2)8bit単 位 ビッ ト列(B属 性)

最大長32767byteの8bit単 位の ビッ ト列で構成 され るデータエ レメ ン トである。TF

D形 式で は、最 も右側 にあるX'OO'以 外の ビッ ト列 よ りもさ らに右側 にあるX'00'を 省略す

ることがで きる。

(3)16bit文 字列(K属 性)

最大16383文 字(32766byte)の16bit文 字で構 成 され る文字列デ ータエ レメ ン

トである。本文字列内に、8bit文 字 を含 める ことはで きない。本文字列で は、最 も右側 にあ

るブラ ンク(16bit文 字 のブラ ンク、以下 同 じ)以 外 の文字 よ りもさ らに右側 にあるブラ ンク

を省略す ることがで きる。

例えば、 『△△構文規則△ △△』 とr△ △構文規則』 は同一の意味であ る。

(4)数 値 データエ レメ ン ト(9属 性)

最大30桁 以下の数字列で 、rO』 ～r9』 までの数字だ けで構成 され る数値デ一夕エ レ
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メ ン トであ る。後述 す るTFD形 式では、有効桁 より左側 にあるrO』 を省略す る ことがで

きる。すなわちrOO123』 とr123』 は同一の意 味 とす る。小数点 は暗示的 に示 され、

小数点 以下 の桁 は、 整数部に有 効桁があ る時は省略で きない。

例 えば、小数点以下が4桁 であ る場合、rOO123←O.0123)』 はr123』 と

同一 の意 味になるが 、r10000』 はr1』 と同一 の意味 にはな らない。本デ ータエ レメ

ン トでは8bit文 字 を用いる。

(5)数 値 データエ レメ ン ト(N属 性)

最大30桁 以下の数字列で、rO』 ～r9』 までの数字、正負符号(r+』 及びr-』)

及 び小数点(r.』)で 構成 され る数値 データエ レメ ン トであ る。正 負符号及 び小数点 は桁

数 に含あな い。

正負符号 は、常 に数字列の先頭(左 側)に なければな らない。r+』 符号 は省 略す る こと

がで きる。正負符号 と最 も左側 にあ る有効桁 との間にあ るrO』 を省略す ることがで きる。

すなわち、r-00123』 とr-123』 は同一の意 味 とす る。小数点 は、 『.』 で明示

され る。小数点以下 の桁 にっいては、最 も右側 にあ る有効桁 よ りもさ らに右側 にあるrO』

を省 略す ることが で きる。従 って、r12.2100』 とr12.21』 は同一の意味 とす る。

小数点が省略 され た時は、整数 となる。r.123』 やr-.012』 等の表現 も許 され る。

本 データエ レメ ン トで は8bit文 字を用 いる。

尚、受信用 トラ ンス レーターで は、ブラ ンクとゼロを同等に扱 うケースがあ るが、 これは、

ローカルな拡張オ プ ションで ある。

(6)年 月 日(6桁 また は8桁 の数字列:Y属 性)

西暦年月 日を表す数値であ る。本規格 は、CIIシ ンタ ックスル ール1.11を サポー トし

てい る トランス レー ターで用 いることが可能であるが、CIIシ ンタ ックスルール1 .10を

サポー トす る トラ ンス レーターで も、Y属 性 のかわ りに9属 性(変 換テ ーブル上での定義)

を用 い ることで、西暦1951～1999年 まで は、正常 に動作す る。2000年 以後 は、

CIIシ ンタ ックスルール1.11以 後をサポー トしている トラ ンス レー ターで なければ、誤

動作す る可能性が大 きい。

①6桁 表現 と8桁 表現が ある。

②6桁 表現 はY(6)と 表記 し、1951年 ～2050年 までの年月 日を表す最大長6桁 の

YYMMDD形 式8bit数 字列 である(小 数点記号や正負記号 を含 まない)。 伝送 時に左側 のゼ ロ

を省略す ることがで きる。

③8桁 表現 はY(8)と 表記 し、0100年 ～9999年 までの年月 日を表す最大長8桁 の

YYYYMMDD形 式8bit数 字列であ る(小 数点記号や正負記号を含 まない)。 伝送時 に左側のゼ

ロを省略す る ことがで きる。
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尚 、0000年 ～0050年 まで は2000年 ～2050年 と解 釈 され、0051年 ～

0099年 まで は1951年 ～1999年 と解 釈 され る。 す な わ ち 、0025年=202

5年 と され、0091年=1991年 と され る。

④ 属性Y(6)とY(8)は 、数 字 列 で あ り、左 側 のゼ ロを 省 略す る こ とが で き る。 す なわ ち、

TFD形 式 にお い て は、Y(6)属 性 の デ ー タY(8)属 性 の デ ーー一夕共 に、 最 大 長 が そ れぞ れ

6byte、8byteの 可 変 長 で あ る。

⑤Y(6)とY(8)は 、1951年 ～2050年 まで の 間 を表 現 す る時 は、 完全 に互 換 性が

あ り、 同 一 の形 式 と して扱 うこ とが で き る。

(7)標 準 メ ッセ ー ジ上 で の表 記

標 準 メ ッセ ー ジ上 で は、(1)か ら⑥ まで の デ ー タエ レメ ン トの 属 性 と桁 数 の表 示 を、 表3-

1の よ うに行 う。

(8)数 値 デ ー タ にお け るブ ラ ンク とrO』

数 値 デ ー タ内 で の ブラ ンクは原 則 と して 使 用禁 止 で あ るが 、受 信 用 トラ ンス レー タ ーで は、

た とえ 数値 の途 中 に存 在 して も、 エ ラ ー扱 い にせ ずrO』 と見 なす 。

表3-1デ ータエ レメ ン トの標準メ ッセ ージ上 での表現方法

標 準 メッセージ,デ一夕エレメ

デ ー タ ・タ イ プ ント・デル クトリーでの表 現 デ ー タ 例 備 考

X(n) 長 さ は 、byte数 で 表 す 。

文 8bit文 字 列 X属 性 例)X(8)の 時 EIAJシ ン タ ッ ク ス

(JIS-XO201) n:最 大byte長 ABCDEFGH ル ー ル と 同 一 で あ る。

字

長 さ は 、byte数 で 表 す 。

デ 8bit単 位 B属 性 B(n) 例)B(3)の 時 X属 性 と違 いX'00'が

ビ ッ ト列 n:最 大byte長 X'F256AB' サ プ レ ス さ れ る 。

|

タ 16bit文 字 列 K属 性 K(n) 例)K(10)の 時 長 さ は 、byte数 で 表 す 。

(JIS-XO208) n:最 大byte長 産業と情報 漢字文字数の2倍 になる。

9(n), 例)9(5)の 時 9(5)V(0)と9(5)は 同 一 の

固定小数点 9(n)V(m) 23456 意 味であ る。
数 正 数 9属 性 n:整 数部 の桁数 例)9(3)V(2)の 時 EIAJシ ン タ ッ ク ス

(JIS-XO201) m:小 数部 の桁数 3456(小 数 点 は、4と5の間) ル ー ル と 同 一 で あ る 。

値
N(n), 例)N(5)の 時

デ 浮動小数点数 N(n)V(m) 一23456
N(5)V(0)とN(5)は 同 一 の

(JIS-XO201) N属 性 n:整 数部の桁数 例)N(4)V(2)の 時 意味であ る。
| m:小 数部の桁数 一2345

.6

タ 例)Y(6)の 時YYM⑪Dタ ィブ

日 付 Y(n) 930331 西暦 日付であ る。
(JIS-XO201) Y属 性 nは6又 は8 例)Y(8)の 時YYYYMMDDタ ィブ

19930331
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第4章TFD(TransferFormData)の 詳 細

TFDは 通 信 上 で 可 変 長 デ ータ エ レメ ン トを 扱 う形 式 で、 縮 小 モ ー ドと拡 張 モ ー ドが あ る。

TFDは 、 常 にデ ー タ タ グで 始 ま る。 縮 小 モ ー ドの 時 、 デ ー タ タ グは1byteの バ イ ナ リー数 値

で あ り、 拡 張 モ ー ドの 時 は1byteか2byteの バ イ ナ リー数 値 で あ る。 拡 張 モ ー ドの 時 の デ ー タ

タ グ の長 さ は、 デ ー タ タ グの 先頭 の1byteの 値 で決 ま る。

TFDは 、 そ の 内容(表 す意 味)に よ って 、TFD形 式 デ ー タ1とTFD形 式 デ ー タ2が あ

り、 その 区別 も、 デ ー タ タ グ の先 頭 の1byteの 値 で 決 ま る。TFD形 式 デ ー タ1は 、 ユ ーザ ー

デ ー タを格 納 す るTFDで あ り、TFD形 式 デ ー タ2はTFDエ リア の モ ー ドや 繰 り返 し構 造

の コ ン トロール を 行 う。 そ こでTFD制 御子 と も呼 ぶ。

す な わ ち、 デ ー タ タ グ は、CIIシ ンタ ックス ル ー ルの 最 も重要 な要 素 で あ り、 こ の た め、

Cllシ ンタ ッ ク スル ール はタ グ方 式 と呼ぶ 。

4.1縮 小モー ドと拡張 モー ド

TFDに は縮小モ ー ドと拡張モー ドがあ る。 メ ッセー ジ内には、TFD形 式のデ ータを格納

す るTFDエ リアが あ り、TFDエ リア内の拡張モー ド指示子の左側が縮小モー ド、右側が拡

張モー ドになる(図4-1を 参照)。TFDエ リア内に拡張モー ド指示子がない時は、TFD

エ リア全体が縮小 モー ドとな る。

/拡 張モー ド指示子
ヘッダー 縮 小 モ ー ド領 域

<

X`FO'

有 効

拡 張 モー ド領 域
宝

X`FO'

無 視

拡 張 モ ー ド領 域

↑

TFDエ リ ア ～∈ 〉

ト レ ー ラ

図4-1メ ッセージ内のTFDエ リアにお ける拡張 モー ド指示子の機能

4.2縮 小 モ ー ド

4.2.1縮 小 モ ー ドのTFD形 式 デ ー タ

(1)TFD形 式 デ ー タ1

図4-2に 示 す よ うに、1byteの デ ー タ タ グ、1byte又 は3byteの レング ス タ グ及 び可 変

長 デ ー タエ レメ ン ト(EDIユ ーザ ーの デ ー タを 格 納)で 構 成 され る。

(1byte)デ ータタグ

この長 さを表 す。

図4-2

「
一 レングスタグ(1byteか3byte)

↓i
i 可変長デ嚇]

表 す。
く ク

縮小 モー ドのTFD形 式デ ータ1
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(2)TFD形 式 デ ー タ2

1byteの デ ー タ タ グだ けで構 成 され る。

4.2.2縮 小 モ ー ドの デ ー タ タ グ

縮 小 モ ー ドで は、 デ ー タ タ グ は1byteの 符号 無2進 数 で あ る。 その 値 と意 味 を表4-1に 示

す 。

0～239(X'00'～X'EF')の 範 囲 の数 値 でTFD形 式 デ ー タ1を 構 成 す る と と もに、 デ ー タ

タ グの 数 値 が デ ー タエ レメ ン トの識 別 番号 とな る。240～255(X'FO'～X'FF')の 数 値 はT

FD形 式 デ ー タ2を 構 成 し、TFDエ リア の コ ン トロ ール を行 う。

拡 張 モ ー ド指 示 子 『X'FO'』 で 縮 小 モ ー ドは終 わ り、TFDエ リアは拡 張 モ ー ドへ移 行

す る。

表4-1縮 小 モ ー ドの デ ー タ タ グ

デ一夕タグ先 頭

1byteの 値

データ

タグ長

フ ォーマ ッ ト

(Hex表 示) タグの名前 意 味

X'00'

～

X'EF'

1byte 回
X'00'～X'EF'

縮 小 データタグ XXの部分 で、0～2390COO'～X'EF')

の デ ー タ タ グ番号 を表 す 。

X'FO' 1byte ㎜ 拡張モード指示子 このタグの右 側 から拡 張 モードとなる。

X'F1'

～

X'F9'

一 一
縮小モー ドでは使用禁止

X'FA' 1byte 鴎 マルチ明 細 ヘッダー マルチ明細 の開 始 を示 す。

X'FB' 1byte 囮 改行 マーク マルチ明細 の区 切 りを示す。

X'FC' 1byte 囮 マルチ明 細 トレーラ マルチ明細 の終 りを示す。

X'FD' 一 一 縮小モー ドでは使用禁止

X'FE' 1byte 圃 メヲセージトレーラ TFDエ リアの終 りとメヲセージの終 りを示 す。

X'FF' 一 一 縮小モー ドでは使用禁止
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4.3拡 張 モ ー ド

4.3.1拡 張 モ ー ドのTFD形 式 デ ー タ

(1)TFD形 式 デ ー タ1

図4-3に 示 す よ うに、2byteの デ ー タ タ グ、1byte又 は3byteの レング ス タ グ及 び可 変

長 デ ー タ エ レメ ン ト(EDIユ ーザ ーの デ ー タを格 納)で 構 成 さ れ る。

データタグ

(2byte) 信
一 レングスクグ(1byteか3byte)

診 可変長データ・吻
ノ

さを表す。一'

図4-3拡 張 モ ー ドのTFD形 式 デ ー タ1

(2)TFD形 式 デ ー タ2

1byteか2byteの デ ー タ タ グだ け で構 成 され る。

4.3.2拡 張 モ ー ドの デi--b夕タ グ

拡 張 モ ー ドで は、 デ ー タ タ グ は1byteか2byteの 符 号 無2進 数 で あ る。 そ の 値 と意 味 を表4

-2に 示 す
。

(1)デ ー タ タ グの 先 頭1byteが0～239(X'OO'～X'EF')の 時

デ ー タ タ グ は2byteの 符 号 無2進 数 で、0～61439(X'0000'～X'EFFF')の 範 囲 の数 値

でTFD形 式 デ ー タ1を 構 成 す る と と もに 、 デ ータ タ グの 数 値 が デ ー タエ レメ ン トの識 別 番

号 とな る。

(2)デ ー タ タ グの 先 頭1byteが240(X'FO')の 時

デ ー タ タ グ は1byteで 、 引 き続 き拡 張 モ ー ドを 指示 す る。

(3)デ ー タ タ グの 先 頭1byteが250(X'FA')の 時

デ ー タ タ グ は2byteの 符 号 無2進 数 で マ ル チ 明細ヘ ッダ ーを 表 し、 その 下 位8bit(後 半 の

1byte)が マル チ 明 細 の 明細 番 号 とな る。
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表4-2拡 張 モ ー ドの デ 一 夕 タ グ

デ一夕タグ先 頭

1byteの 値

データ

タグ長

フ ォー マ ッ ト

(Hex表 示) タグの名前 意 味

X'00'

～

X'EF'

2byte
臨
100～:00～l

iE肩F戻

2byteデ ータタグ 0～61439(X'0000'～X'EFFF')

の デ ー タ タ グ 番 号 を 表 す(XXXXの 部 分)
。

X'FO' 1byte 画 拡張モード指示子 拡 張モードでは意 味 はない。

X'F1' 一 一
将来の拡張のたあ リザ ーブ

X'F2' 一 一
将来の拡 張のたあ リザー ブ

X'F3' __'

将来の拡張のため リザ ーブ

X'F4'

～

X'F7'

一 一
将来の拡張のため リザーブ

X'F8' 1byte 圃 バイナリデータ補 正 子

X'F9' 2byte 唖 インターナルデータセグメント

特 注)Zレ ベルオプション

この2っのデータタグは、次期 シリーズで廃 止 される予 定

X'FA' 2byte 唖 マルチ明細 ヘヲダーA

(1byte識 別 子)

XXで1文 字の明細 番号 を表 す。

(文 字 コードはJIS-XO201と する。)

X'FB' 1byte ㎜ 改行 マー ク マルチ明 細の区 切 りを示 す。

X'FC' 1byte 囮 マルチ明 細 トレーラ マルチ明細 の終 りを示 す。

X'FD' 一 一
将来の拡張のため リザー ブ

X'FE' 1byte 画 メヲセージトレーラ TFDエ リアの終 りとメヲセージの終 りを示 す。

X'FF' 『 一
将来の拡張のため リザー ブ
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4.4レ ング ス タグ(デ ータ長)

レ ング ス タ グは、 デ ー タ タ グの 直後 に位 置 し、 直 後 の 可 変 長 デ ー タエ レメ ン トの デ ー タ長 を

byte数 で 表 す。1～239byteま で の長 さ は、1byteの 符 号 無 バ イ ナ リー数値 で表 し、240

～32767byteま で の 長 さは
、X'F2'と2byteの 符 号 無 バ イナ リー数値 を並 べ た3byteで 表

す(表4-3を 参 照)。

表4-3レ ン グ ス タ グ の 構 造

レングスタグ先頭

1byteの 値

レングス

タグ長 フ ォ ー マ ッ ト

表す長 さ

(Hex表 示)

表す長 さ

(Dec表 示) 備 考

X'00'

～

X'EF'

1byte 囮
X'0000'

～

X'00EF'

00000

～

00239

8bitの2進 数(xxの 部 分)

で表 す 。

X'F2' 3byte
X'00FO'

～

X'7FFF'

00240

～

32767

16bitの2進 数(XXXXの 部 分)

で 表 す。

lF、21×1×1×1×1

4.5TFDエ リア

ーつ又 は複数のTFD形 式 データ1(デ ータエ レメ ン ト)と 一つ又 は複数のTFD形 式 デー

タ2(TFD制 御子)で 、TFDエ リアを構成す る。TFDエ リアは可変長データエ レメ ン ト

の集合 体である。TFDエ リア内では、TFDは 隙間な く並べ られ なければな らな い。

TFDエ リアの最後 部(TFDエ リアの終わ り)に は
、TFD-END指 示制御子rX`F

E'』 を置かなけれ ばな らない。

TFDエ リア内で は、任意のTFD形 式データ1のTFDが 省略可能であ る
。TFD形 式 デ

ータ2のTFDは
、条件 によ り省略可能である。
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第5章 メ ッ セ ー ジ グ ル ー プ ・ ヘ ッ ダ ー の 構 造

メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ヘ ッダ ー は 、 メ ッセ ー ジ グル ー プ の開 始 を 表 すヘ ッダー で 、 図5-1

及 び 表5-1で 示 す251byte固 定 長 の 固定 フ ォー マ ッ トで あ る。 メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ヘ ッ

ダ ー は、一 つ の251byteの レコー ドに格納 され る。

5.1拡 張 モ ー ド(C22)

メ ッセ ー ジグル ー プ に含 まれ るす べ て の メ ッセ ー ジを 縮 小 モ ー ドにす る時、X'20'かX'53'

を セ ッ トす る。 これ以 外 の ケー スで は、X'45'を セ ッ トす る。

5.2ト ー タル項 目Na

拡 張 モ ー ド(C22)がX'45'(拡 張 を意 味)の 時 、第2ト ー タル 項 目Na-1,2(C27,

C28)を 用 い、 そ うで な い時 、第1ト ー タル 項 目Nα一1,2(C15,C16)を 用 い る。

C22が 縮小 モ ー ドの 時 は、 第2ト ー タル 項 目Nα一1,2が 無 視 され 、C22が 拡 張 モ ー ド

の 時 は、第1ト ー タル 項 目Na-1,2が 無視 され な けれ ば な らな い。

5.3分 割 モ ー ド(C23)

分 割 モ ー ド(C23)がX'20'かX'4D'の 時、 分 割 モ ー ドと呼 び、 メ ッセ ー ジグル ー プの す

べ てが251byteの 固定 長 レコ ー ドに格 納 され る。X'53'の 時 、通 常 モ ー ド(非 分 割 モ ー ドと

も呼ぶ)と 呼 び、 メ ッセ ー ジグル ー プ は可 変 長 レ コー ドに格 納 され る。

5.4非 透 過 モ ー ド(C26)

非 透過 モ ー ドは、Zレ ベ ルオ プ シ ョ ンで あ る。 この オ プ シ ョ ンを 使 う時 は、X'4D'を セ ッ ト

す る。
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ODO

レコード区分(X'43')

3273963758395

発 信 側 セ ン タ ー コ ー ド 発 信 者 コード 受 信 側 セ ン タ ー コ ー ド 受 信 者]一 ド BPID リザ ー ブ

発信 VANコ ード 発 信 センヂ コード 受信VAN}ド 受 信 センター]一ド 機関 版
1 12 12 1212 12 12 422 12←

小 型 運 用 モード 厄 一 サブ機 関

一 分 割 区 分(X'30')

byte数 一

99二 籠'ト 噸 酷12,曾i}『 司15「 竃2ト蠣 目M25
情報
区分

Ψ
リザ ー ブ 作成 日付 リザーブ ノンタックス

時刻ID 恩
Ψ リト プ ‖

←
12 12

4 33 210 12126 55 89
小 〔 トID拡 張1;㌫ 竿

16b琵 ㌣モード

図5-1メ ッ セ ー ジ グ ル ー プ ・ヘ ッ ダ ー の フ ォ ー マ ッ ト

表5-1メ ッ セ ー ジ グ ル ー プ ・ヘ ッ ダ ー の デ ー タ 項 目

識別 属性
1

データ項目名 説 明(設 定すべき値)

COl X(1) 分割区分 X'30'固 定,メ ッセージグルーブ・ヘッダーかトレーラかを示 す。

CO2 X(1) レコード区 分 X'43'固 定,メ ッセージグルーブ・ヘッダーであることを示 す。

CO3 X(1) 運 用 モ ー ド X'31'の 時 テスト電 文 、X'30'又 はX'20'の 時 通 常 電 文 を表 す。

CO4 X(12) 発 信VANコ ード 英 数 字12文 字 の}ド(文 字}ドJIS-XO201)。

CO5 X(12) 発 信 センターコード 〃 〃(〃 〃)。

CO6 X(12) 発信者 コー ド
一

〃 〃(〃 〃)
。

CO7 X(12) 受 信VANコ ード 〃 〃(〃 〃)
。

CO8 X(12) 受 信 センターコード 〃 〃(〃 〃)
。

CO9 X(12) 受信者 コー ド 〃 〃(〃 〃)
。

.璽 旦

.£旦

Cl2

X(4)
.一 ≡ ≡ 一 一 一 一 ≡

X(2)
.一 一 ≡ 一一 一"

X(2)

BPID機 関
.A-一'一 合 ー ー ー ー ー 一'一'≡"'一'

BPIDサ ブ機 関
一 ー 一'一 ー 一,一 一,一 一 一'''"一 ←

BPID版

一英 数 字三4文 字{ζ狸=K-一,.∠L_一 一一㌘_〕 でま票準 工1セ=豆管 理 機 関 を表 主一_一_一_

,墓教 生2文 字 の三ゴ.(一_∠L_一 一エ_〕 でi標準 ～旦セ=}管 理 機 関」坦管 理 す』王 ド9__
〃 〃(〃 〃)〃 〃

。

F13 X(12) リザ ー ブ 将 来 の 拡 張 の ため リザ ー ブ(al1X'20'を セット)。

C14 X(4) 情 報 区分]一ド 英 数 字4文 字 のコード(文字 コードJIS-XO201)で 、情 報 の種 類 を表 す。

C15 9(3) 第1ト ータル項 目Nα 一1 「拡 張 モード(C22)」 がX'20'かX'53'の 時 、ハッシュトータルに使 う9属 性 データ項 目 のデータタグ

番 号 をセット(文 字 コードJIS-XO201)。al1X'20'を セットするとハッシュトータルをしない。

C16 9(3) 第1ト ータル項 目Nα 一2 同 上 の2っめのデータタグ番 号 セットエリア。

Cl7 X(2) フォーマットID 通 常 モード(非 分 割 モード)のメッセージグルーブの時X'3130',分 割 モードのメッセージグルーブの時

X'3131',受 信 確 認 電 文 の時X'3230'を セット。

Cl8 X(10) リザ ー ブ 将 来 の 拡 張 の た め リザ ー ブ(al1X'20'を セット)。

C19 X(12) 作成日付時刻 メッセージグルーブの作 成 日付 時刻YYMMDDHHMMSS(文 字}ドJIS-XO201)。

F20 X(12) リザ ー ブ 将 来 の 拡 張 の た め リザ ー ブ(alIX'20'を セット)。

C21 X(6) シンタックスIDル ジョン シンタックスルールの管 理 機 関 とバージョン(文 字 コードJIS-XO201)を 表 す。

C22 X(1) 拡 張 モード EIAJシ ンタックスルール互 換 にする時 、X'20'かX'53'を セット,それ以 外 の時X'45'を セット。

C23 X(1) 分 割 モード 通 常 モードの時X'53'を セット,分 割 モードの時X'20'かX'4D'を セット。

C24 X(1) 文 字 コード8bit X属 性,9属 性,N属 性 の文 字]一 ドがJIS-XO201の 時X'20'かX'53'を セット。

そ の 他 の 時X'50'を セット。

C25 X(1) 文 字}ド16bit K属 性 の文 字 コードがJIS-XO208,JIS-XO212の 時X'20'かX'53'を セット。

K属 性 の文 字 コードがJIS-XO221の 時X'55'を セット,その他 の時X'50'を セット。

C26 X(1) 非 透 過モード X'20'かX'53'(透 過 モード)をセット。

C27 9(5) 第2ト ータル項 目Nαヨ 「拡 張 モード(C22)」 が'45'の 時 、ノWユ トータルに使 う9属 性 かN属 性 データ項 目 のデータ"

番 号 をセット(文 字 コードJIS-XO201),allX'20'を セットするとハッシュトータルをしない。

C28 9(5) 第2ト ータル項 目N仁2 同 上 の2っめのデータタク番 号 セットエリア。

F29 X(89) リザ ー ブ 将 来 の拡 張 の た め リザ ー ブ(al1X'20'を セット)。
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第6章 メ ッ セ ー ジ の 構 造

メ ッセ ー ジは 、 メ ッセ ー ジヘ ッダ ー、TFDエ リア そ して メ ッセ ー ジ トレー ラ で構 成 され
、

メ ッセ ー ジヘ ッダ ー に は、Aタ イ プ とBタ イ プ(拡 張 型)が あ る
。 この状 況 を 図6-1、 表6

-1及 び表6-2に 示 す
。

6.1メ ッセ ー ジヘ ッダ ー

図6-1に 示 す よ うに 、Aタ イ プ とBタ イ プが あ る。 メ ッセ ー ジ長(DO4)がX'0009'～X'7

FFF'の 時、Aタ イ プを示 し、 メ ッセ ー ジ長(DO4)がX'8080'の 時
、Bタ イ プを 示 す。

①Aタ イ プ ・メ ッセ ー ジヘ ッダ ー

Aタ イ プ は、TFDエ リアの 長 さが32758byte以 下(メ ッセ ー ジ長(DO4)で は32

767byte以 下)の 時用 い る こ とが で き る。 メ ッセ ー ジ長(DO4:16bit2進 数)が メ ッセ ー

ジ長 を表 す 。

②Bタ イ プ ・メ ッセ ー ジヘ ッダ ー

Bタ イ プ は、TFDエ リアの 長 さが32759byte以 上(拡 張 メ ッセ ー ジ長(DO6)の 値

で は32776byte以 上)の 時 用 い る。拡 張 メ ッセ ー ジ長(DO6:十 進 数)が メ ッセ ー ジ長

を表 す 。 しか し、Bタ イ プ ・メ ッセ ー ジヘ ッダ ー は、TFDエ リア の長 さが32758by

te以 下 の 時 で も用 い る こ とが で き る。

す な わ ち 、TFDエ リア長 が32758byte以 下 の時 は、Aタ イ プ で もBタ イ プで も使 う こ

とが で きるが 、TFDエ リア長 が32759byte以 上 の 時 は、Bタ イ プ を使 わ な けれ ば な らな

い。

メ ッセ ー ジ長(DO4,DO6)に は 、 メ ッセ ー ジ トレー ラの長 さが 含 まれ な いの で
、 注意 す る。

6.2TFDエ リア(TransferFormDataArea)の 詳 細

TFDエ リアは 、TFD形 式 デ ー タ1及 びTFD形 式 デ ー タ2(そ れ ぞれ 第4章 参照)を 隙

間 な く並 べ る こ とに よ って構 成 す る可 変 長 のエ リアで あ る。

TFDエ リア は常 に縮 小 モ ー ドで始 ま り、 拡 張 モ ー ド指 示 子(X'FO')が 出現 した時点 で拡

張 モ ー ドに切 り換 る。 この拡 張 モ ー ドは、 同一 メ ッセ ー ジ グル ー プ 内 の次 の メ ッセ ー ジのTF

Dエ リア に影 響 しな い。 拡 張 モ ーーーードで 終 った メ ッセ ー ジの次 の メ ッセ ー ジのTFDエ リア は
、

再 び縮 小 モ ー ドで始 ま る。

拡 張 モ ー ド指 示 子 がTFDエ リアに な い時 は、TFDエ リア 全 体 が 縮小 モ ー ドで あ る。 メ ッ

セ ー ジ グル ー プ ・ヘ ッダ ー の 「拡 張 モ ー ド(C22)」 を、rX'20'」 か 「X'53'」 に セ ッ トした 時 は、

メ ッセ ー ジグル ー プ 内の す べ て の メ ッセ ー ジのTFDエ リア全 体 を縮 小 モ ー ドに しな けれ ば な

らず 、 拡 張 モ ー ドを 使 って はい け な い。 逆 に、 「拡 張 モ ー ド(C22)」 を 、「X'45'」 を セ ッ トした



0

メッセージ長

9/

Aタ イ プ メ ッセ ー ジ (メッセージ長 が8～32767byteの 時)
∈

Dヘッダー部 0
∋

メッセージヘッダー/ TFDエ リア

丁

ンーケンス 杉 TFDl

く lTFD21
1} 可禦 ・… … ・・・ … 、→

!

115 2
∨＼ " 〆 1

レコード区 分(X'44')

一 分 割 区 分(X'39')
トレう 一

byte数

0

→
!

B タ イ プ メ ッ セ ー ジ(メ ッセージ長 が16～9999999byteの 時)

く

〕 ヘッダー部 識別子17/
拡 張 メッセージ長 〉

向 セージヘッダー↓ 拡 張 ピ

メッセージ長

/

TFDエ リ ア

丁1杉 ケンス*
㎜

可謬 ・・一 … 娠5 2 1 7
〔

一 分 割 区 分(X'39')
レコード区 分(X'44')

, *:X'8080'ト レーラ 一
1

byte数

図6-1メ ッ セ ー ジ の フ ォ ー マ ッ ト

表6-1Aタ イ プ メ ッセ ー ジヘ ッダ ー を持 つ メ ッセ ー ジの デ ー タ項 目

識別 属性 データ項 目名 説 明(設 定すべき値)

COl X(1) 分割区分 非 分 割 の時X'3∀ 。但 し分 割 モードの時 は、)r31'。最 終 分 割 の時 が)C39'。
CO2 X(1) レ]一ド区 分 X'44'固 定,メ ッセージであることをしめす。

DO3 9(5) シーケンス番 号 同 一 メッセージグルーブ内 のメッセージの順 番 を表 わす。メッセージグルーブ・ヘッダー直 後 のメッセージのシーケンス

番 号 を1とし、以 後1、 づっ増 加 する(文 字 コードJIS-XO201)。

DO4 Binl6 メッセージ長 メッセージ長が9-32767byteの 時 用 いる。

分 割 区 分 の左 側 からTFDエリアの右 側 までの長 さ(メッセージ長)を2進 数 で表 す。
DO7 可変 TFDエ リア 最 大32758byteま での可 変 長 のTFD格 納 エリア。

DO8 X(1) メッセージトレーラ X'FE'固 定,メ ッセージの終 わりを示 す。

表6-2Bタ イ プ メ ッセ ー ジヘ ッダー を 持 つ メ ッセ ー ジの デ ー タ 項 目

識別 属性 データ項目名 説 明(設 定すべき値)

CO1 X(1) 分割区分 非 分 割 の時)C39'。 但 し分 割 モードの時`3、)C31'。最 終 分 割 の時がr39'。

CO2 X(1) レコード区 分 r44'固 定,メ ッセージであることをしめす。

DO3 9(5) シーケンス番 号 同 一 メッセージグルーブ内 のメッセージのll頂番 を表 わす。メッセージグルーブ・ヘッダー直 後 のメッセージのシーケンス

番 号 を1とし、以 後1、 づっ増 加 する(文 字 コードJIS-XO201)。

DO4 Binl6 メッセージ長 r808ぴ 固 定 拡 張 メッセージ長 使 用 を表 す。メッセージ長 が32776-9999999byteの 時 用{、る
。X'F7'固定

(但 し、メッセージ長 八9-32767byteの 時 も用1、ることができる。)
DO5 X(1) 識別子
DO6 9(7) 拡 張 メッセージ長 分 割 区分 の左側 からTFDエリアの右 側 までの長 さ(メッセージ長)を7桁 の数 値 で表 す。

(文 字}ドJIS-XO201)。
DO7 可変 TFDエ リア 最 大9999999byteま での可 変 長のTFD格 納 エリア。
DO8 X(1) メッセージトレーラ X'FE'固 定,メ ッセージの終 わりを示 す。
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時 は、縮 小 ・拡 張 ど ち らの モ ー ドも許 され る。 通常 のCIIト ラ ンス レー タ ー(送 信 用)で は、

EIAJ互 換 にす る時 の み 「拡 張 モ ー ド(C22)」 に、「X'20'」(縮 小 の 意 味)を セ ッ トす る。

TFD形 式 デ ー タ は、 常 に デ ー タ タ グで 始 ま る。 縮 小 モ ー ドの 時 、 デ ー タ タ グは1byteの2

進 数 値 で あ り、拡 張 モ ー ドの 時 は、1byteか2byteの2進 数 値 で あ る。拡 張 モ ー ド時の デ ー タ

タ グの長 さやTFD形 式 デ ー タ1か2か の 区別 は、 デ ー タ タ グの 先 頭 の1byteの 値 で決 ま る。

したが って 、TFDエ リア を参 照 す る時 は、 必 ず エ リアの 先 頭(左 端)か ら参 照 しな けれ ば

な らな い。TFDエ リア の左 端 に は、 必 ず 、 デ ー タ タ グが 存 在 す る。

6.3TFDの 省略

一 っのメ ッセー ジに含めなければ な らないTFD(デ ータ項 目)は
、標準 メ ッセー ジによっ

て規定 され る。 しか しなが ら、実際の業務で必要 とす るTFD(デ ータ項 目)が 、標準 メ ッセ

ージによ って規定 され るTFD(デ ータ項 目)よ りも少 ない ことがあ る
。 この ような時、不要

なTFD(デ ータ項 目)を 省 略す る ことが できる。TFD形 式デー タ1(一 般データ項 目)の

省略については何 らの制限 もない。 さ らに、数値がゼロの数値TFDや 内容がallブ ラ ンクの

文字列TFDは 、一般的 に省略可能で ある。

TFD形 式 データ2(TFD制 御子)に っ いて は、一般的 に省略で きない。 しか しなが ら、

マルチ明細制御子(マ ルチ明細ヘ ッダー、改行マー ク及 びマルチ明細 トレーラ)は 、条件 によ

り省略で きることがある(6.5を 参照)。

6.4TFD形 式データ2(TFD制 御子)の 機能

TFD形 式 データ2は 、TFD制 御子 と呼 ばれ、TFDエ リアの コ ン トロールを行 う。

(1)拡 張モー ド指示子(X`FO'ニ240)

TFDエ リアに、 この制御 タグが 出現す ると、それよ り右側のTFDエ リアは、拡張 モー

ドにな り、拡張モー ドのTFDが 存在す る と見なす。拡張 モー ド指示子が 同一のTFDエ リ

アに複数個存在 する場合 は一番左側 の拡張モー ド指示子が有効で、それ以外 は無視す る(図

6-2を 参照)。

/拡 張モー ド指示子

ヘッダー 縮小モー ド領域
ピ

X`FO'

有 効

拡張モ ー ド領域
>

X`FO'

無 視

拡張モ ー ド領域

↑

TFDエ リ ア ＼く 〉

ト レ ー ラ

図6-2TFDエ リアにおける拡 張モー ド指示子の機能
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(2)マ ル チ 明細 ヘ ッダ ー(X`FA'=250)

このTFDは 、 マ ル チ 明細 ヘ ッダー を表 し、 マル チ 明細 の 始 ま りを示 す 。

拡 張 モ ー ドの 時 、 マル チ明 細 ヘ ッダ ー は1byteの 制 御 デ ー タを 保持 し(図6-3)、 マ ル

チ 明細 の番 号 を 明 示 す る。 一 つ の標 準 メ ッセ ー ジ内 に2つ 以上 の マ ル チ明細 が あ る時 、 この

番 号 を用 いて 、 明 示 的 に、 そ れ ぞ れ の マ ル チ明細 を区 分 す る。 マ ル チ明 細 の 明細 番 号 は、 通

常 、1(X`31'),2(X`32'),…,9(X`39'),A(X`41'),B(X`42'),・ ・ …

・・ … ,Z(X`5A')(1文 字 で表 す)ま で の35種 で あ る。

尚 、 縮 小 モ ー ドの 時 は 、 マ ル チ 明細 の 番 号 の 明示 はな い。 又 、 縮 小 モ ー ドの時 にマ ル チ 明

細 が 始 ま り(縮 小 モ ー ドマ ル チ 明細)、 そ の 明細 が 終 わ る前 に拡 張 モ ー ドへ 移 行 した 時 も、

この マ ル チ 明細 は縮 小 モ ー ドマル チ明 細 で あ る。

通 常 の送 信 用 トラ ンス レー タ ー は、 明 示 的 明細 番号 付 マ ル チ明 細 をTFDエ リア に組 み込

む 時 、縮 小 モ ー ドで あれ ば 、 拡 張 モ ー ドに移 行 させ る。

(3)マ ル チ 明細 改 行 マ ー ク(X`FB'=251)

マ ル チ 明細 の1行 の 終 わ りを 示 す(6 .5を 参 照)。

(4)マ ル チ 明細 トレー ラ(X`FC'=252)

マル チ明 細 の 終 わ りを示 す(6.5を 参 照)。

(5)ト レー ラ(メ ッセ ー ジ ・ トレー ラ)(X`FE'=254)

TFDエ リア の終 わ りを 示 す。 メ ッセ ー ジの終 わ りで もあ る。 メ ッセ ー ジ ・ トレー ラ を 兼

ね る。

噺 抽 難
㌫

図6-3マ ル チ 明細 ヘ ッダ ーの フ ォー マ ッ ト
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6.5デ ータの繰 り返 し(繰 り返 しルール1表 形式 データ)

同一メ ッセー ジ内のTFDエ リアでは、同一の データタグ値を持つTFD形 式 データ1のT

FD(デ ータ項 目)を2個 以上含 め ることは原則 と してで きない。同一 のデータタグ値を持つ

TFD形 式 データ1を 複数個含 めるためには、繰 り返 しル ールを用 いる。

(1)単 独項 目の暗示的繰 り返 し

同一 のデー タタ グ値 のTFDを 単純 に複 数個並べ ることで、同一 メ ッセ ージ上で、同一項

目を複数個伝送 で きる。 この場合、同一項 目(TFD)を 隙間な く隣合 うよ うに並べ、送信

側 と受信側で、メ ッセー ジ内での項 目の順 番の管理を厳密に行 わなければな らない。 この方

式は運用 ミスを起 こし易 く推奨で きない。 な るべ くセ グメン ト化す る。

(2)マ ルチ明細

い くつかのTFD(デ ータタ グ値 は、それ ぞれ異な る)を 集めてセ グメ ン トとし、セ グメ

ン ト単位で明示的 に繰 り返 しを行 うもので、表型式データの伝送 に適用す る。 セグメ ン トは

一つのTFDで 構成 して もよい
。

図6-4の ように、最初 のセ グメ ン トの先頭 にマルチ明細ヘ ッダー、セグメ ン トとセ グメ

ン トの間に、改行マー ク、最後 のセグメ ン トの終 わ りに、マルチ明細 トレーラをセ ッ トす る。

また、必要に応 じて各 セグメ ン ト内の任意のTFDを 省略で きる。 同一セ グメ ン ト内のす べ

てのTFDが 省 略 され た時 は、改行マー クだけが残 され る(図6-5)。

く セグメント1 セグメント2 セグメント3∋ ∈ 〉 ∈ 〉

TFDI-1 TFD2-1 TFD3-1 TFI)1-2 TFD2-2 TFD3-2 TFDI-3 TFD2-3 TFD3-3

〃L－ マルチ明 細 ヘッダー 小 改 行 マーク(X'FB')!L改 行 マーク(X'FB')

縮 小 モード:X'FA'マ ルチ明 細 トレーラ(X'FC')

拡 張 モード.X'FA・ ・'

図6-4マ ル チ 明 細

マルチ明 細 ヘッダー

縮 小 モードX'FA'

拡 張 モードX'FA・ ・'

マルチ明 細 トレーラ(X'FC')

改 行 マーク(X'FB')セ グ〃 ト2の 省 略

図6-5マ ル チ 明細(図6-4のTFDI-2,TFD2-2,TFD3-2が 省 略 さ れ た 時)
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(3)マ ル チ明細の複数化

縮小 モー ドで は、暗示的にマルチ明細の複数化ができる。 この場合 、図6-6に 示すよ う

に、左側のマルチ明細の省略を行 う時は、少 な くともマルチ明細 ヘ ッダー とマル チ明細 トレ

ーラは残す ことが望 ま しい
。

TFDエ リア

∠ 第2マ ル チ 明細 /
爪L

,、チ明 細 ト、.ラ(、 ・FC・)L,、 チ明 細,,ダ.(、 ・FA・)爪

マルチ明 細 ヘッダー(X'FA')(X'FC')マ ルチ明 細 トレーラ ー

(第 一 マルチ明 細)

図6-6縮 小モー ドにおけるマルチ明細の複数化

拡張 モー ドで は、マルチ明細の番号 によ って明示的 にマルチ明細 の複数化 を行 う。 この場

合、任意のマルチ明細が省略可能であ る(図6-7参 照)。

TFDエ リア

∠
第1マ ル チ明細 第3マ ル チ明 細 7

爪

,ル チ明 細 ト、.ラ(、 ・FC・)」 爪(、 ・FC・),、 チ明 細 ト、.ラ

マルチ明 細 ヘッダー(X'FA31')一 マルチ明 細 ヘッダー(X'FA33')
4

図6-7拡 張 モー ドにおけるマルチ明細 の複数化(第2マ ルチ明細 の省略)

(4)マ ルチ明細のネス ト化(拡 張モ ー ド)

拡張 モー ドでは、 マルチ明細のネス ト化が で きる。図6-8に 示すよ うに、2次 元以上 の

表型式 データで用 いる。各 レベルでのマルチ明細ヘ ッダーの明細番号 は、異 なる番号を用 い

る。 また、任意のTFD,セ グメ ン トお よびマルチ明細の全体 を省略で きる。 しか しなが ら、

レベル2の セ グメ ン トが省略されない場合、 レベル1の セグメ ン トのマルチ明細ヘ ッダーと

マルチ明細 トレーラは省略す ること も可能であ るが、 この ことによ って誤動作 す る受信用 ト

ラ ンス レーター もある。一般的 にn<mの 時、 レベルmの セ グメ ン トが省略 され ない場合 、
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レベルnの マルチ明細ヘ ッダー とマル チ明細 トレー ラを省略す る時 は、注意を要す る。

縮小モ ー ドでのマルチ明細 のネ ス ト化 は禁止す る。多 くの送信用 トラ ンス レーターは、縮

小モー ドでマルチ明細のネス ト化を検出 した場合 、 自動的 にエラー処理を行 う。

品 名 発送 日 数 量
レベル1

∈ レベル1セグ川 ヨ

く レベル2セ グメント'1

TFD1-1

≡
1FDl-1丁纈若 n 狸 掘 一11 1[コ,

≡

/
X'FA31'

レベル2

惣 魏 一口 僅 斑 一12

X'FA32'

,1.

狸 掘 一臼 猛襲雛 正3

TFD1-2

TFD2-21 TFD3-21

TFD2-22 TFD3-22 罫魏鐵 IT勘3-1轍 蹴 一蹴 蹴 一1簸 脱 一13正搬 一日

TFD2-23 TFD3-23

/・ ・チ明細 ・・ダ調 改 行マーク 』 … チ明細 トレーラ

図6-8マ ルチ明細 のネステ ィング

6.6縮 小/拡 張モ ー ドとマルチ明細 の関係

(1)マ ルチ明細中での拡張 モー ドへ の移行

縮小モー ド中の明細番号無マルチ明細 の途 中で拡張モー ドへ移行 した時で も、 そのマルチ

明細 は縮小 モー ドのマル チ明細 であ り、 明細番号 はない。

② 拡張モー ド中の明細番号無マル チ明細

拡張モー ド中では、明細番号無マル チ明細ヘ ッダーの使用 は許 されない。従 って、拡張モ

ー ド中に明細番号無 マルチ明細ヘ ッダ ーが出現 した時(ト ラ ンス レーターの変換テ ーブルで

このよ うな指定 のケースがある)は 、エ ラー処理 に しなければな らない。

6.7メ ッセ ー ジ ・ トレーラ

TFDエ リア の終 わ りを示 すTFD制 御 子(1byteの 数 値(254・-X`FE'))で 、一 つ の メ

ッセ ー ジの終 わ りを も示す 。 メ ッセ ー ジ ・ トレー ラ を兼 ね る。
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6.8メ ッセ ー ジ格納 構 造(分 割 モ ー ド)

通 常 、 一 つ の 可 変長 の メ ッセ ー ジを一 つ の可 変 長 レコー ドに格 納 す る。 しか し、 固定 長 形 式

の レコ ー ド型 フ ァイ ル に メ ッセ ー ジを格 納 す るため に は、 可変 長 メ ッセ ー ジを適 当 に分 割 しな

けれ ば な らな い。 この た め に あ るの が 、分 割 モ ー ドで あ る。分 割 モ ー ドで は一 つ の 可変 長 メ ッ

セ ー ジを250byteづ っ に分 割 して 、1個 あ るい はn個 の251byteの 固定 長 レコー ドに収 容

す る。 レコー ドの 分割 は、 表6-3の よ うに行 われ る。

表6-3分 割モー ドにおけるメ ッセー ジの分 割

メッセージ長(DO4)又 は 拡 張 メフセージ長(DO6)の 値 レ コ ー ド数

1～250

251～500

501～750

:

1レ コ ー ド

2レ コ ー ド

3レ コ ー ド

:

250*(n-1)十1～250*n nレ コ ー ド

最 初 の レコ ー ド用 の み251byteの デ ー タを切 り取 り、 分割 区分 をX'31'と す る。 以 後 、250by

teつ つ 切 り取 った デ ー タの 左 先頭 に 分割 区分(1byte)を 追加 し、251byteと したデ ー タを分 割

化 レコ ー ドとす る。分 割 区 分 は、 レコー ドの 順番 チ ェ ック と最終 レコー ドの検 出の た め に、 次

の よ うに付 養 す る。

X`31'⇒X`32'⇒ … ・⇒X`38'⇒X`31'⇒X`32'⇒ ・… ⇒X`35'⇒X`39'(最 終 レコー ド)

っ ま り、X`31',X`32'・ … の順 でX`38'ま で行 き、 ふ た た びX`31'か らX`38'ま で番 号 を

付 け る。X`31'～X`38'ま で の繰 り返 しで あ る。 そ して 、 最終 レコー ドは、 常 にX`39'、 を付 け

る。 図6-9は 、4つ に 分割 され た 例 を示 す。 最 終 レコー ドの右 余 白 に は、 ブ ラ ンク(X`20'

)を 満 たす 。

尚 、 メ ッセ ー ジ長(DO4又 はDO6)の 値が250以 下 の 時 は、1レ コー ドに格 納 され 、 分割 区分 は、

X`39'で あ る。

∈851byte・ 〉

'

Hex表 示 今 39

lll

i基 本形式メッセージ嘩 長)i

,/

1瑚 割区分は変更/
1

塒 に追加

、ノ ＼'＼

丘

31

〈

〆

第1レ コード 3;
爪

/

第2レ コード

ル

33第3レ コード

＼

;9
爪

iial1X'20'

∈250byte> ← 一 一250byte>

く251byte

<150byte>く 250byte> <・L>

一変 更 された分 割 区 分 一 追 加 された分 割 区 分Hexx表 示
≧ 100byte

図6-9分 割化固定長 レコー ド(4分 割の例)
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第7章 バ イ ナ リ ー デ ー タ の 構 造

本仕様 はBレ ベルオプ シ ョンであ る。バ イナ リーデ ータとは、EDIユ ーザーの長大BIT

列データを格納す るもので ある。CAD/CAMデ ータや画像 データが これに相当す る。

7.1バ イ ナ リー デ ー タの 基 本 構 造

一 つ のバ イ ナ リーデ ー タは一 つ の バ イ ナ リー デ ー タ ・ヘ ッダ ー、 複 数 のバ イ ナ リーユ ニ ッ ト

そ して ・一 つ のバ イナ リー デ ー タ ・ トレー ラで構 成 され る(図7-1参 照) 。バ イナ リー デ_

夕 ・ヘ ッダー とバ イ ナ リー デ ー タ ・ トレー ラ は、251byteの 固 定 フ ォマ ッー トで あ るが 、バ

イ ナ リーユ ニ ッ トは、 メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダ ー の 分 割 モ ー ド(C23)の 値 に対 応 し、X'53'

(通 常 モ ー ド)の 時・32001byteの 固 定 フ ォマ ッー トとな り、X'20'かX'4D'(分 割 モ ー ド)

の時 、251byteの 固定 フ ォマ ッー トと な る。

7.2バ イ ナ リー デ ータ ・ヘ ッダ ー

バ イ ナ リー デ ー タ ・ヘ ッダ ー は、251byteの 固 定 フ ォーマ ッ トの デ ー タで、 メ ッセ ー ジ グ

ル ー プ内 にお いて一 つ の バ イ ナ リー デ ー タ の始 ま りを 表 す(図7-2及 び表7-1参 照) 。'

① リ ンク番 号(HO4)

同一 の メ ッセー ジ グル ー プ 内 で 、 バ イ ナ リー デ ー タ とメ ッセ ー ジの論 理 的 関係 を示 す 。

同一 の 番号 を持つ バ イ ナ リー デ ー タ とメ ッセ ー ジが 論 理 的 関 係 にあ る ことを表 す 。

尚、 メ ッセ ー ジ内 で は、 タ グ 番 号 がX'EFOO'(ニ61184)のTFDが 、 この リンク番 号 の 項

目にな る。 リ ンク番 号 の 値 その もの は運 用 で 決 め るが 、 通 常 必 要 な範 囲 にお いて ユ ニ ー ク

で なけ れ ばな らな い。

② フ ァイル識 別 名(HO5),フ ォーマヲト識 別1名(HO6),圧 縮 識 別 名(HO7)

これ らの識 別 名 は、 あ る範 囲 で ユ ニ ー クで な け れ ば な らな いが 、 識 別名 その もの は 、運

用 で決 め る。
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通 常 モ ー ド(非 分 割 モ ー ド)時 の バ イ ナ リー デ ー タ の 構 造

iバイナリーデータ

㌔ ダー
1(251bvte)

i
:バ イナリーユニット1
:(32001bvte)

i
lバ イナリーユニット2
1(32001bvte)

● ● ● ● ・〃 ・ ● ● ● ■

1バ イナリーユニットn
'

i(最 終 バイナリーユニット)
1(32001bvte)

桝 ナリデータ

}レーラ

(251bvte)!ILx'40' C-X'4r 全－X'42' 全－X'49' 全－X'40'

分割モー ド時のバイナ リーデータの構造

iバイナリーデータ

らッダー

1(251bvte)

…

ltイナll－ユニット1

:(251bvte)

…
F附 リーユニット2

て251bvte)

ll
'l

l解ナリーユニット3附 リーユニット4

1(251bvte)て251bvte)

● ● ・〃 ・ ● ■ ● ■ ■ ● ● ●

桐 ナリーユニット

i(最 終)

(251bvte)

iバイナリデータ

トレーラ

(251bvte)
Lx'40' 全－X'41' 全－X'42' 〃Lx'43'全

－X'44' 全－X'49' 工X'40'

図7-1バ イ ナ リ ー デ ー タ の 構 造

009
、

ンーケンス

番 号

リンク

番 号 フ ァ イ ル 識 別 名
5 4 80 ←虹

忙
L

L
.

9

レコード区 分(X'48')

一 分 割 区 分(X'40')

byte数 一

112315525

　 ツ灘 櫟 捌名 　 〃

←323296

図7-2バ イ ナ リ ー デ ー タ ・ヘ ッ ダ ー の フ ォ ー マ ッ ト

表7-1バ イ ナ リ ー デ ー タ ・ヘ ッ ダ ー の デ ー タ 項 目

識別 属性 データ項目名 説 明(設 定すべ き値)

COl X(1) 分割区分 X'40'固 定,バ イナリーデータ・ヘッダーかトレーラ純 示 す。

CO2 X(1) レコード区 分 X'48'固 定,バ イナリーデータ・ヘッダーであることを示 す。

DO3 9(5) シーケンス番号 メッセージヘッダーのシーケンス番 号 と同 一 の意 味 を持 つ。メッセージヘッダーとバイナリーデータを区 別1せずに、1から

1つっ順 に付 番 する(文 字 コードJIS-XO201)。

HO4 9(4) リンク番 号 同 一 の メッセージグルーブ内 で、メッセージとバイナリーデータとの論 理 的 関 係 を 表 す。同 一 のリンク番 号 を

を持 つメッセージとバイナリーデータとが論 理 的 関 係 にあることを表 す。

文 字 コードは、メッセージグルーブ・ヘッダーの文 字]一 ド8bit(C24)の 指 示 に従 う。

HO5 X(80) ファイル識 別 名 バイナリーデータをローカルに保 存 する時 のファイル名 で、左 詰 めにセットし余 白 は空 白 で満 たす
。文 字

コ一閲 、メッセージグルーブ・ヘッダーの文 字 コード8bit(C24)の 指 示 に従 う。
HO6 X(32) フォーマット識 別 名 バイナリーデータそのもののフォーマットを表 す識 別 名 で、左 詰 めにセットし余 白 は空 白 で満 たす

。文 字
コ一閲 、メッセージグルーブ・ヘッダーの文 字]一 ド8bit(C24)の 指 示 に従 う。

HO7 X(32) 圧縮識別名 バイナリーデータそのもののデータ圧 縮 方 法 を表す識 別 名で、左 詰 めにセットし余 白は空 白で満 たす
。文 字

コードは、メッセージグルーブ・ヘッダーの文 字 コード8bit(C24)の 指 示 に従 う。
FO8 X(96) リザ ー ブ 将 来 の 拡 張 の ため リザ ー ブ(al1X'20'を セット)。

一31一



7.3バ イナ リー ユ ニ ッ ト

バ イナ リー ユニ ッ トは、CAD/CAMデ ー タ、 イ メ ー ジデ ー タそ の もの で 、byte単 位 の ビ

ッ ト列 とす る。251bitの よ うな8の 倍 数 で な い ビッ ト列 は扱 わな い。 バ イ ナ リーユ ニ ッ ト

の フ ォーマ ッ トは、 通常 モ ー ド時 と分 割 モ ー ド時 で異 な って お り、 通 常 モ ー ド時 は32001

byte、 分割 モ ー ド時 は251byteの 固 定 長 フ ォーマ ッ トで あ る。EDIユ ーザ ー の ビ ッ ト列3

2000byte、250byteを 、 そ れぞ れ 収 容 す る。但 し、 通常 モ ー ドにお い て32000byte

あ るい は分 割 モ ー ドに お い て250byteを 越 え る ビッ ト列 を格 納 す る場 合 は、格 納 構 造 の 規 定

に したが って分 割 され る(図7-3及 び表7-2参 照)。

尚、 ビッ ト列 デ ー タの フ ォー マ ッ ト、 す なわ ちCAD/CAMデ ー タ、 イ メ ー ジデ ー タそ の

もの の フ ォー マ ッ トに つ い て は、 本 シ ンタ ック スル ー ルで は規定 され な い。

7.4バ イナ リー デ ータ ・ トレー ラ

バ イ ナ リー デ ー タ ・ トレー ラは 、一 つ の バ イナ リー デ ー タの終 わ りを 表 す(図7-4及 び 表

7-3参 照)。

① リンク番号(HO4)

バイナ リーデータ ・ヘ ッダーの 「リンク番号」 と同一の番号 とす る。

② 最終ユニ ッ ト有効長(TO5)

バイナ リーデータは、格納構造 に したが って複数の固定長 のバ イナ リーユニ ッ トに分割

して格納 され る。 この場合 、一般的 に最後のバイナ リーユニ ッ トに端数のデータが発生す

る。有効データ長 は、その端数 の長 さを表 している。数値の1が1byteに 相 当 し、以下、

2が2byteに 、nがnbyteに 相 当す る。

③ 全ユニ ッ ト数(TO6)

バイナ リーデ ータは、格納構造 に したが って複数の固定長 のバ イナ リーユニ ッ トに分割

して格納す る。全ユニ ッ ト数 は、 そのユニ ッ数を表す(バ イナ リーデ ータ ・ヘ ッダーとバ

イナ リーデータ ・トレー ラを含 む)。
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最 終 以 外 の バ イ ナ リー ユ ニ ッ ト 32001

0〕 又 は25

ビ ッ ト列 デ ー タ

〃32000又 は 250 ←
ノL分 割 区 分(X'41'～X'48'の シーケンスの繰 返 し)

byte数 一

最 終 の バ イ ナ リー ユ ニ ッ ト 32001

0 又 は25

有効な財務弓 弓'

ビ ッ ト列 デ ー タ
^一 三 〔 一 ≡ ≡ 一 一 ≡ 一 ー 一 一 ≡ 一 台 一'一 ー ー--〔 一 一 ー 一 三 一 一 ≡ 一 一 「 三 二 ← 乙 二 〔 一 ご〔 一 一 一 一 ≡ ≡ 一 ー ー 一 一,-一 ー ー ー ー ー ー 一 ≡ 一 一'一 一 一 一 ー 一 一 一 一 ー 一 ≡ 一 ー ー--一 一 ≡ ≡ 一 ≡ 一 一 一"一" ,一'一,一'1

余 りは任 意 データを満 たす。 〃`N

・:ヲi

32000-n又 は250-n ←
全一 分 割 区 分(最 後 のバイナリーユニットはX'49')

byte数 一

図7-3バ イ ナ リ ー ユ ニ ッ トの フ ォ ー マ ッ ト

表7-2バ イ ナ リ ー ユ ニ ッ ト の デ ー タ 項 目

識別 属性 データ項 目名 説 明(設 定すべき値)

CO1 X(1) 分割区分 ノ{イナリーユニットを示 す。X'41'-X'48'の シーケンスの 繰 返 し、最 後 のバイナリーユニットはX'49'。

DlO B(

32000)

又 は

B(250)

バイナリーデータ 長 大 ピット列 データを格 納 する。

通 常 モードでは、長 大 ピフト列 データを32000byteづ っ単 純 に分 割 して格 納 する。

分 割 モードでは、長 大 ビット列 データを250byteづ っ単 純1こ分 割 して格 納 する。

最 終 のバイナリーユニット(分 割 区 分(COI)=X'49')の 時11、端 数 のビット列 データを左 詰 めにセットす

る。この有 効 なビット列 データの長 さ(byte数)を バイナll－データ・トレーラの最 終 ユニット有 効 長(TO5)に

セットする。余 白 は、任 意 データで満 たす。

00 「 最 柊 ユニット有 効 長 25

ンーケンス

番 号

リンク

番 号

↓ 全 ユニ

7ト数

リ ザ 一 ブ

〃1 5 4 4 4 232 ←
ノ∨ト

一 分 割 区 分(X'40')
レコード区 分(X'48')

byte数 一

図7-4バ イ ナ リ ー デ ー タ ・ ト レ ー ラ の フ ォ ー マ ッ ト

表7-3バ イ ナ リ ー デ ー タ ・ ト レ ー ラ の デ ー タ 項 目

識別 属性 データ項目名 説 明(設 定すべき値)

CO1 X(1) 分割区分 X'40'固 定,バ イナリザ 一夕・ヘッダーかトレーラ純 示 す。

CO2 X(1) レコード区 分 X'54'固 定,バ イナリザ 一夕・トレーラであることを示 す。

DO3 9(5) シーケンス番 号 バイナリーデータ・ヘッダーのシーケンス番 号 と同 一 の値(文 字 コードJIS-XO201)。

HO4 9(4) リンク番号 同 一 の メッセージグルプ 内 で、メッセージとバイナリーデータとの論 理 的 関 係 を 表 す。同 一 のリンク番 号 を

を持 つメッセージとバイナリーデータとが論 理 的 関 係 にあることを表 す。文 字 コードは、メッセージグルーブ・ヘッダーの

文 字 コード8bit(C24)の 指 示 に従 う。バイナリーデータ・ヘッダーの1〃ク番 号 と同 一 の値 。

TO5 Bin32 最終エット有効長 バイナリーデータは、格 納 構 造 にしたがって複 数 の固 定 長 のバイナll－ユニットに分 割 して格 納 される。この場 合 、

一 般 的 に最 終 のバイナリーユニットに端 数 のデータが発 生 する
。有 効 データ長 は、その端 数 の長 さを

表 している。数 値 の1がlbytelこ相 当 し、以 下 、2が2byteに 、nがnbyteに 相 当 する。

TO6 Bin32 全 ユニット数 バイナリーデータは、格 納 構 造 にしたがって複 数 の固 定 長 のバイナリーユニットに分 割 して格 納 される。全 ユニット

数 は、その金 川 ナリーユニット数 を表 す。尚 、全 バイナリーユニット数 とは一 つのバイナリーデータのユニット数 で、川

ナリーデー外 ヘッダーとバイナリーデータ・トレ ラを含 む。

FO7 X(232) リザ ー ブ 将 来 の拡 張 のた め リザ ー ブ(al1X'20'を セット)。
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7.5バ イ ナ リー デ ー タの 格納 構 造

バ イナ リー デ ー タ は、通 常 モ ー ド時 も分 割 モ ー ド時 も固 定 長 で あ り、 下 記 の よ うに格納 す る

(図7-5参 照)。

(1)通 常 モ ー ド時(メ ッセージグループ・ヘッダーの分 割 モード(C23・X'53'))

バ イ ナ リーデ ー タ ・ヘ ッダー(251byte)と バ イナ リー デ ー タ ・トレー ラ(251byte)

は、 それ ぞれ 一 つ の可 変 長 レコー ドに格 納 す る。 そ して 、バ イ ナ リーユ ニ ッ ト(32001

byte)を 一 つ の 可変 長 レコー ドに格 納 す る。

(2)分 割 モ ー ド時(メ ヲセージグループ・勺 ダーの分 割モード(C23・X'20'orX'4D'))

バ イナ リー デ ー タ ・ヘ ッダ ー(251byte)と バ イ ナ リー デ ー タ ・ トレー ラ(251byte)

は、 それ ぞ れ一 つ の 固 定 長 レコー ドに格 納 す る。 そ して 、バ イ ナ リー ユ ニ ッ ト(251byte)

を一 つ の 固定 長 レコ ー ドに格 納 す る。

(3)分 割 区分 の シーケ ンス(各 レコ ー ドの 最 初 の1byte)

① バ イ ナ リー デー タ ・ヘ ッダ ーX'40'

② バ イ ナ リーユ ニ ッ トX'41'～X'48'の 繰 り返 しシー ケ ンス,最 後 の

レコー ド(バ イ ナ リー デ ー タ ・ トレー ラ直前

の レコ ー ド)は 、X'49'

③ バ イ ナ リーデ ー タ ・ トレー ラX'40'

通 常 モ ー ドの時 の バ イ ナ リー デ ー タの レコ三 ド格 納 構 造

251byte32001byte

/1イナリーデ一夕 ビ ッ ト 列 デ ー タ

ヘッダー

余 り は、
任 意 デ ー タを満 たす

32001byte251byte

ビ ッ ト 列 デ ー タ バイナ事 データ

トレーラ

分 割 モ ー ドの 時 のバ イ ナ リー デ ー タの レコー ド格 納 構 造

251byte251byte251byte

バイナリーデータ ビ ッ ト列 ビ ッ ト 列

ヘッダー デ ー タ デ ー タ

余 りは 、任 意
デ ー タ を満 た す

251byte251byte

ビ ッ ト列 バイナリーデータ

デ ー タ トレーラ

図7-5バ イナ リーデータの格納 構造
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7.6設 計 画 像EDl専 用 デ ー タ タグ 番号

タ グ番号rX'EFOO'(=61184)』 ～rX'EFOF'(=61199)』 まで の16

種 のTFDを 設計 画 像EDI専 用特 殊TFDと して、 リザ ー ブす る。 これ らの 特 殊TFDは 設

計 画像 デ ー タ 指示 子 と して 、 メ ッセ ー ジ内のTFD(デ ー タ項 目)と して 用 い る。 この 内 、 図

7-6に 示 す8種 につ いて 、 そ の 内容 を規 定 す る。残 りは、 将 来 の 拡 張 に備 え て の リザ ー ブ と

る。

lEFOOl× ×1リ ンク番 号1

lEFOll× ×1フ ァイ ル識 別 名1

EFO2× ×7t－ マヲト識 別 名

lEFO31× ×1圧 縮 識 別 名

EFOC× × ファイル名メモ

EFOD× × ファイル名メモ

EFOE× × 任 意 メ ッセ ー ジ

EFOF× × 任 意 メ ッセ ー ジ

9属 性Max4byte

X属 性Max80byte

X属 性Max32byte

X属 性Max32byte

X属 性Max250byte

K属 性Max250byte

X属 性Max250byte

K属 性Max250byte

図7-6予 約 された専 用データタグ(設 計画像デ ータ指示子)

①X'EFOO'～X'EFOF'は セ ッ トで用 い る。 但 し、 不 要 な もの は省 略 で き る。

る。

②X'EFOO'～X'EFOF'は メ ッセ ー ジ中 で用 い る。

③rリ ンク番 号(X'EFOO')』 は、 同一 メ ッセ ー ジグ ル ー プ 内 のn個 のバ イ ナ リー

デ ー タ を 区別 す る と もに、 特 定 の メ ッセ ー ジに対 応 す るバ イ ナ リー デ ー タ を特 定 す る(図

7-7参 照)。

<一 一 一 『一 一 一 一 ー 一 一 ー 一 『 一 メ ッ セ ー ジ ・ グ ル ー プ

eeel

メ ッ ー ジ

リ ンク番 号 が 同 一 番号 で あ る こ とで 対応 付 けす る

(同 一 メ ッセ ー ジ グル ー プ 内 の時 、別 々の時 も考 え 方 は同 じ)

ぶ 舗劔

こ とで 対応 付 けす るプ バ イナ リーデ一夕

図7-7リ ンク番号 に よ る メ ッセー ジとバ イナ リーデ ー タの リ ンク
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④rフ ァイ ル識 別名(X'EFO1')』 は③ のrリ ンク番 号』 で 特定 され るバ イ ナ リー

デ ータ ・ヘ ッダ ー内 のrフ ァイ ル識 別 名 』 と同一 の値 で な けれ ば な らな い。rフ ァイ ル識

別 名』 は、 通 常 は受 け側 の 社 内 シス テ ムで 、 メ ッセ ー ジと関 連設 計 画像 デ ー タ フ ァイ ル を

リンクす る ため に用 い る。

⑤rフ ォー マ ッ ト識 別 名(X'EFO2')』 は、 設 計 画 像 デ ー タそ の もの の フ ォー マ ッ

トを表 す デ ー タ コー ドで あ る。 ③ のrリ ン ク番 号 』 で 特 定 され るバ イ ナ リーデ ー タ ・ヘ ッ

ダ ー内のrフ ォー マ ッ ト識別 名 』 と同一 の 値 で な けれ ば な らな い。 この デ ー タ コー ドは登

録 方式 とす る必要 が あ るが 、本 シ ンタ ック ス ル ール で は規 定 しな い。運 用 で 決 定 す る。

⑥r圧 縮 識 別 名(X'EFO3')』 は、 設 計 画 像 デ ー タそ の もの の圧 縮 方 法 を示 す デ ー

タ コー ドで あ る。③ の 『リ ンク番 号 』 で 特 定 され るバ イ ナ リー デ ータ ・ヘ ッダー 内 の 『圧

縮 識別 名 』 と同一 の値 で な けれ ば な らな い。 この デ ー タ コー ドはrフ ォー マ ッ ト識 別 名 』

と同 じく登 録 方 式 とす る必要 が あ るが 、 本 シ ンタ ック スル ー ルで は規 定 しな い。運 用 で決

定 す る。

⑦rフ ァイル 名 メ モ(X'EFOC'はX属 性 、X'EFOD'はK属 性)』 は 、 ユ ー ザ

ーが使 用 す る任 意 の メ モで あ る。 この フ ァイ ル 名 メモ は、 関連 す るバ イ ナ リーデ ー タ ヘ ッ

ダ ーに は な い。

⑧r任 意 メ ッセ ー ジ(X'EFOE'はX属 性 、X'EFOF'はK属 性)』 は 、 ユ ー ザ

ーが使 用 す る任 意 の メ ッセ ー ジで あ る
。 この メ ッセ ー ジは 、 関連 す るバ イ ナ リー デ ー タヘ

ッダー に は な い。

⑨ 複数 組 の 設 計 画像 デ ー タ指示 子 を メ ッセ ー ジ 内で 用 い る時 は、 マ ル チ 明細 とす る。

⑩rリ ンク番 号 』rフ ァイ ル識 別 名 』rフ ォーマ ッ ト識 別名 』r圧 縮 識 別 名 』 に つ い て は、

関連す る(rリ ンク番 号 』 で リン クされ る)バ イ ナ リー デ ー タ ・ヘ ッダ ー 内 に も同一 の値

のデ ー タが あ る。 しか し、rフ ァイル 名 メ モ 』 とr任 意 メ ッセ ー ジ』 にっ いて は 、バ イ ナ

リーデ ー タヘ ッダ ー 内 に は、 同一 の デ ー タ はな い。
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7.7補 足(ト ラ ンス レーターにおける設計画像 データ指示子の位置づ け)

7.7.1送 信側 トラ ンス レーター

(1)変 換テーブル には、設計画像特殊TFDが 通常のデータ項 目と同様 に定義 され る。

② 変換テーブル で示 され るローカルエ リアには、設計画像 データに関す る情報が記述 され る。

(3)設 計画像 データは、一つ のデータで一つの ファイルを構成 しているのが望ま しい。 この場

合 は、 『ファイルア クセスに関す る記述』 は、 ファイル名 のみでよい。そ うでない場合 は、

ファイル名 とアクセスキーの記述が必要 になる。

(4)通 常の トラ ンス レーターで はrリ ンク番号』を自動採番(昇 順)す る。rフ ァイル識別名

』 『フォーマ ッ ト識別名』 『圧縮識別名』rフ ァイル名メモ』r任 意 メ ッセー ジ』 は、ユー

ザーが適 当な値 を設定 しなけれ ばな らない。

⑤ 変換テーブル には、 メ ッセー ジパス機能が必要であ る。即 ち、通常 はメ ッセー ジとバ イナ

リーデータ混在で生成す るが(最 小のメ ッセー ジは、設計画像特殊TFDの み となる)、 パ

ス機能によ りメ ッセー ジの作成 を抑止す る。

7.7.2受 信側 トランス レーター

(1)変 換テーブル には、設計画像 データ指示子が通常のデータ項 目と同様 に定義 され る。

② 変換テーブルで示 され るローカルエ リアには、設計画像データに関す る情報が、受信 メ ッ

セ ージか ら展開 され る。 この情報 は通常 メ ッセージの方か ら展 開 され る。

(3)rフ ァイル アクセ スに関す る記述』は、 トランス レーターが 自動発生 し、ユーザ ー側 にそ

の値を通知す るエ リア となる。

(4)『 ファイル アクセ スに関す る記述』は、受信 した設計画像 データを書 き込 むフ ァイルを指

示す る。

⑤ トランス レーターがrフ ァイル アクセスに関す る記 述』を 自動発生す る方法 として、以下

に示すよ うな複数の方法の 中か ら、ユーザ ーが選択で きるよ うにす る。

① あ らか じめ、 フ ァイル名列を トラ ンス レーターに与え、その中か ら トラ ンス レーターが

自動選択す る。

② プ レフィ ックス(数 文字)を トラ ンス レーターに与 え、 トラ ンス レーターが それに4桁

の番号 を追加 し、 フ ァイル名 とす る。

③ ファイル名を トラ ンス レーターに与え、アクセスキー(数 字6桁 程度)を トラ ンス レー

ターがrOOOOO1』 か ら昇順 に付番す る方式(メ イ ンフ レーム向 き)。

㈲ 設計画像デー タをユ ーザ ーの ファイルへ書 き込む とき、 メ ッセージ関係 とは別のユーザー

イ ンタフェースエ リアを用意 しておき、 ここへ、ハ ン ドリング したバイナ リーデータのヘ ッ

ダー情報をお とす。
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第8章 特 殊 デ ー タ の 構 造

特殊データには、 システ ム運用電文 等の要素 として使われ る251byte固 定長固定 フォーマ

ッ トの特殊 メ ッセー ジとEDIサ ー ビス事業者へ同報を指示す るための251byte固 定長固定

フ ォーマ ッ トの特殊ヘ ッダ ーが ある。特殊 データは一つの251byteの レコー ドに格納 され る。

8.1受 信確認メ ッセージ

(1)受 信確認メ ッセ ージの機能

受信確認電文 に使われ るメ ッセー ジで、受信 者が解釈可能な メ ッセー ジを受信できたか否

かを、発信者 に通知す る。

(2)受 信確認 メ ッセー ジの構造

受信確認 メ ッセー ジ構造を図8-1及 び表8-1に 示す 。エ ラーフラグ1～5(E11～E15)

にセ ッ トす る値を表8-3に 示す。

8.2エ ラ ー情報 メ ッセ ー ジ

(1)エ ラ ー情 報 メ ッセ ー ジの機 能

エ ラ ー情報 電 文 に使 われ る メ ッセ ー ジで 、EDIサ ー ビス事 業 者 が 、交 換 処 理 に 際 しエ ラ

ーが 発 生 した ことを 、電 文 発信 者 に 通 知 す る。

(2)エ ラー情 報 メ ッセ ー ジの 構造

エ ラー情 報 メ ッセ ー ジの構 造 を 図8-2及 び表8-2に 示 す 。 エ ラ ー フ ラ グ1～5(E11～

E15)に セ ッ トす る値 を表8-3に 示 す 。

加

レコード区 分(X'44')

07 22 34 4658 70 82 90
一ケンス

受 信 メッセージグルーブ・～ ダー前 半 の 内 容(162byte) 続く

響 発信VAN
コード 発 信 センターコード 発 信 者 コード 受 信VANコ ード 受 信 センターコード 受 信 者 コード BPID by

1 11112 12 12 1212 12 4 22←

90

し 分 割 区 分(X'39')

102 ll4 124

分 割 モード

136148154 159 16

サブ機 関 」、
一 第2トータル項 目Nα

9176

但一機

受 信 メッセージグルーブ・ヘッダー前 半 の 内 容 続 き
w

←byte

帽1
,

リザ ー ブ 日付時刻 リザ ー ブ ンンタックス 1 2 ンーケンス

124 3210 12 1261 ll5 5 115

176 191

↑.一

し 一 フォーマットID

情 報 区 分

20 32 16

拡 張 モード

8bitコ ード

2ワ8

小士
非 透 過 モード

16bitコ ード

251

∈ byte数

同 トレーラ前 半 の 内 容(37byte) エラーフラグ 日付時刻 リザー ブ
ハッシュトータル1 ハッシュトータル2 12345

15 15 22222 1223

byte

数

図8-2エ ラ ー情 報 メ ッセ ー ジの フ ォー マ ッ ト
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0

コード区分(X'44')

〕022344658708290
一ケンス

番 号

受 信 メッセージグルーブ・ヘッダー前 半 の 内 容(129byte)続 く

発 信VANコ ード 発 信 センターコード 発 信 者 コード 受 信VANコ ード 受 信 センターコード 受 信 者 コードBPIDby

15 llll21212121212422←
〃L分 割 区 分oC39')サ ブ機 関 」、仁 機

byte

数

関

9

1

OlO2114124136143158173

受 信 メッセージグルーブ・ヘッダー前 半 の 内 容 続 き 司 トレ ラ前 半 の 内 容(37byte)

リザーブ リザーブ 日付時刻 シーケンス ハフシュト一夕ル1ハ ッシュトータル2

12 433 21012 115 1515←

L繍 ㌫ フロトID
73181925

エラーフラグ 日付時刻 リザ ー ブ

←byte数

12345

22222 12 56

byte数

図8-1受 信 確 認 メ ッ セ ー ジ の フ ォ ー マ ッ ト

表8-1受 信 確 認 メ ッ セ ー ジ の デ ー タ 項 目

識別 属性 データ項目名 説 明(設 定すべき値)

COl X(1) 分割区分 X'39'固 定 。

CO2 X(1) レコード区 分 X'44'固 定 。

DO3 9(5) シーケンス番 号 同 一 メッセージグルーブ内 で1か ら順 に1つ っ昇 順 に付 ける(文 字]一 ド ∫IS-XO201)。

CO1 X(1) 分割区分

(受信 メッセージグルーブ・ヘッダー前 半 の 内容)

受 信 に成 功 した メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ヘ ッダ ー の 、 分 割 識 別 子(CO1)

か ら作 成 日付 時 刻(Cl9)ま で の129byteの コ ピー 。

CO2 X(1) レコード区 分

CO3 X(1) 運 用 モ ー ド

CO4 X(12) 発 信VANコ ード

CO5 X(12) 発 信 センターコード

CO6 X(12) 発信者 コー ド
CO7 X(12) 受 信VANコ ード

CO8 X(12) 受 信 センターコード

CO9 X(12) 受信者 コー ド
ClO X(4) BPID機 関

Cll X(2) BPIDサ ブ機 関

Cl2 X(2) BPID版

F13 X(12) リザ ー ブ

C14 X(4) 情 報 区分 コード

.旦 互

Cl6

9(3)
.一 ≡ 一 一 ≡ 一 ー 一

9(3)
簑 ユ」二九 項 酬q=1.

第1ト ータル項 目Nα一2

Cl7 X(2) フォーマットID

Cl8 X(10) リザ ー ブ

Cl9 X(12) 作成日付時刻
COl X(1) 分割区分

(受 信 メッセージグ∫レブ・トレーラ前 半 の 内 容)

受 信 に 成 功 した メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ヘ ッダ ー の、 分 割 識 別 子(CO1)

か らハ ッシ ュ トー タル2(EO5)ま で の37byteの コ ピー。

CO2 X(1) レ]一ド区 分

DO3 9(5) シーケンス番 号

EO4 9(15) ハッシュト タル1

EO5 9(15) ハッシュトータル2

E11 X(2) エラーフラグ1 エラーコードを セット

受 信 側 で、受 信 用 トランスレーターでメッセージグルーブを処 理 した時 発 生 したエラーの

エラーコードをセットする。受 信 用 トランル 一夕ーで検 出 したエラーのエラーコードを検 出 順 に

最 大5個 までセットできる。エラーコードを、表 一 に示 す(文 字 コードJIS-XO201)。

al1X'20'かal1X'30'の 時 、エラー無 しとする。

E12 X(2) エラーフラグ2 〃

El3 X(2) エラーフラグ3 〃

E14 X(2) エラーフラグ4 〃

E15 X(2) エラーフラグ5 〃

E20 X(12) 日付時刻 確 認 データを作 成 した日付 と時 刻 をセフト(文字 コードJIS-XO201)。

F21 9(56) リザ ー ブ 将 来 の拡 張 の た め リザ ー ブ(al1X'20'を セット)。
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表8-2エ ラ ー 情 報 メ ッ セ ー ジ の デ ー タ 項 目

識別 属性 データ項目名 説 明(設 定すべき値)

CO1 X(1) 分割区分 X'39'固 定 。

CO2 X(1) レコード区 分 X'44'固 定 。

DO3 9(5) シーケンス番 号 同 一 メッセージグルーブ内 で1か ら順 に1つ っ昇 順 に付 ける(文 字 コードJIS-XO201)。

CO1 X(1) 分割区分

(エ ラー ・メッセージグルーブ・ヘッダー前半 の 内 容)

エ ラ ー した メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ヘ ッ ダ ーの 、 分 割識 別子(CO1)か ら

作 成 日付 時 刻(C28)ま で の162byteの コ ピー 。

CO2 X(1) レコード区 分

CO3 X(1) 運 用 モ ー ド

CO4 X(12) 発 信VANコ ード

CO5 X(12) 発 信 センターコード

CO6 X(12) 発信者 コー ド
CO7 X(12) 受 信VANコ ード

CO8 X(12) 受 信 センターコード

CO9 X(12) 受信者コー ド
ClO X(4) BPID機 関

Cll X(2) BPIDサブ機 関

Cl2 X(2) BPID版

Fl3 X(12) リザ ー ブ

Cl4 X(4) 情 報 区 分 コード

,旦 旦
Cl6

9(3)
.≡ ≡ ≡ 一 一'一 一

9(3)
第1ト タル項 目Nα一1
-　 一 ー ー 一,----一 一 一 一 ≡ 一 一 ≡ ≡

第1ト タル項 目Nα一2

C17 X(2) フォーマットID

C18 X(10) リザ ー ブ

C19 X(12) 作成日付時刻
F20 X(12) リザ ー ブ

C21 X(6) シンタックスIDバ ージョン

C22 X(1) 拡 張 モード

C23 X(1) 分 割 モード

C24 X(1) 文 字}ド8bit

C25 X(1) 文 字}ド16bit

C26 X(1) 非 透 過 モード

C27
"一 一 ←-

C28

9(5)'一 ー ー ー 一 ● 一 一

9(5)
第2上=地 顔 則q=1.

第2ト ータル項 目Nα一2

COl X(1) 分割区分
(エ ラ ー ・メッセージグルーブ・トレーラ前 半 の 内 容)

エ ラ ー し た メ ッ セ ー ジ グ ル ー プ ・ヘ ッ ダ ー の 、 分 割 識 別 子(CO1)か ら

ハ ッ シ ュ トー タ ル2(EO5)ま で の37byteの コ ピ ー 。

CO2 X(1) レコード区 分

DO3 9(5) シーケンス番 号

EO4 9(15) ハッシュトータル1

EO5 9(15) ハッシュトータル2

El1 X(2) エラーフラグ1 エラーコードを セット

受 信 側 で、受 信 用 トランスレーターでメッセージグルーブを処 理 した時 発 生 したエラーの

エラー]一ドをセットする。受 信 用 トランル 一夕ーで検 出 したエラーのエラ+ド を検 出 順 に

最 大5個 までセットできる。エラーコードを、表 一 に示 す(文 字 コードJIS-XO201)。

al1X'20'かal1X'30'の 時 、エラー無 しとする。

E12 X(2) エラーフラグ2 ノノ

E13 X(2) エラーフラグ3 〃

E14 X(2) エラーフラグ4 〃

E15 X(2) エラーフラグ5 〃

E20 X(12) 日付時刻 確 認 データを作 成 した日付 と時 刻 をセット(文字}ドJIS-XO201)。

F22 X(23) リザ ー ブ 将 来 の拡 張 の た め リザ ー ブ(al1X'20'を セット)。
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表8-3受 信 確 認 メ ッセ ー ジ,エ ラ ー情 報 メ ッセ ー ジで表 示 され る エ ラ ー コー ド

エラロ ード エ ラ ー 内 容

(ブランク) エ ラ ー な し

00 エ ラ ー な し

01 取決め以外の情報区分 コー ド(ト ランスレーターの構造によっては、出力されない)

02 メ ッセ ー ジ グ ル ー プ ・ヘ ッダ ー が 見 つ か らな い

03 メ ッセ ー ジ グ ル ー プ ・ トレー ラが 見 つ か らな い

04 シ ン タ ッ ク スIDの 不 正

05 分 割 区 分 シ ー ケ ン スエ ラ ー

10 未定義制御タグの検出

ll 不正データタグ検出

12 マルチ明細ヘ ッダーが実行形式SMテ ーブル上にない

13 マルチ明細 トレーラが実行形式SMテ ーブル上にない

14 固有側(標 準側)繰 り返 しが標準側(固 有側)繰 り返 しを超えた

15 データのレングスが最大値を超えた

16 チェック ・サム項目の値が数値でない

17 数値変換の項目の値が数値でない

18 標準側データ長が固有側データ長より大 きい

19 レ コー ド区 分 がD(X'44')で な い(メ ッセ ー ジ が見 つ か らな い)

20 過 大 レ コー ド長

21 メ ッ セ ー ジ ・ ト レ ー ラ(X'FE')が な い

22 負のデータ有 り(9属 性の時など)

30 シ ー ケ ンスNαが 昇 順 で は な い

31 チ ェ ッ クサ ム の 数 値 が メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ トレー ラ上 の数 値 と一 致 しな い

32 実行形式SMテ ーブルサーチ不能

33 不正文字 コー ドの検出

34 非透過 モー ド時のメッセージ長不正

35 縮小モー ド中のマルチ明細のネス ト、 もしくは拡張モー ドマルチ明細ヘ ッダー有 り

36 Y属 性(日 付)デ ータの不正

40 UNAセ グメン トの不正

41 UNBセ グ メ ン ト無 し

42 UNHセ グメン ト無 し

43 UNTセ グメン ト無 し

44 UNZセ グメン ト無 し

81 交換エラー

82 同報エラー

99 そ の他 の エ ラ ー
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8.3同 報 ヘ ッダ ー

(1)同 報 ヘ ッダ ーの 機 能

同報 ヘ ッダ ー は、 メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッ ダー の 直前 に付 加 す る ことで 、 直後 の1メ ッ

セ ー ジ ・グル ー プが 同 報電 文(メ ッセ ー ジ グル ー プ)で あ る こ とを、EDIサ ー ビス事 業 者

へ指 示 す る。

② 同報 ヘ ッダ ーの 構 造

同報 ヘ ッダ ーの 構 造 を 図8-3及 び 表8-4に 示 す。

一 つ の 同報 ヘ ッダ ーで
、 同報 通 知 先6カ 所 まで 指定 で き る。7カ 所 以 上 の 時 は 、継 続 区 分

(BO4)を 、X'43'(継 続有 り)と して 、 さ らに 同報 ヘ ッダ ーを並 べ る。 最 後 の 同報 ヘ ッダー

の継 続 区分(BO4)は 、X'45'(継 続 無 し)と す る。
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0 0

レコード区分(X'4ピ)

継続区分
04〕7681

司報通知先1 司報通知先2 同報通知先3
同 報VANコ ード 同 報 センターコード 同 報 受 信 者 同 報VANコ ード 同 報 センターコード 同 報 受 信 者 受 信VANコ ード

1 12 1212 12 1212

隔 こ)編 コ

8 Bll2148172

同報通知先3(続 き) 司報通知先4 同報通知先5
同 報 センターコード 同 報 受 信 者 同 報VANコ ード 同 報 センターコード 同 報 受 信 者 同 報VANコ ード 同 報 センター]一ド

1212 12 1212 1212← byte数

172184220251

同報通知先6リ ザーブ

同報受信者 同報V岬1同 報センター}ド 同報受信者
12 12121231← byte数

図8-3同 報 ヘ ッ ダ ー の フ ォ ー マ ッ ト

表8-4同 報 ヘ ッ ダ ー の デ ー タ 項 目

識別 属性 データ項 目名 説 明(設 定すべき値)

COl X(1) 分割区分 X'30'固 定,同 報 ヘッダーを表 す。

CO2 X(1) レコード区 分 X'41'固 定,同 報 ヘッダーを表 す。

BO3 X(1) 継続区分 継 続 無 し:X'45',継 続 有 り:X'43'。

BO4 9(1) 同報個数 このヘッダー内 の同報 宛 先 の個 数 をあらわす(文字 コードJIS-XO201)。

」}P豆

一一卵旦

BO7

X(12)
一'一,一 ≡ 一 －

X(12)一 一 一 一'一 ≡-

X(12)

同報先迎]=旦 一_

同報先塑=コ ゴ1_
同報先受信者1

同報 通 知 先1(各]一 ドは英 数 字12byte(文 字 コードJIS-XO201))。

BO8 X(12) 同報 先VANコ ード2

同報通知先2(〃(〃))。」}o旦

BlO

X(12)
A≡ ≡ ≡ ≡ 一 一,

X(12)
同報先塑=コゴ2.一一.
同報先受信者2

」}旦

」}12
Bl3

X(12)
⇒ 一 ー 一,一 ≡ ≡

X(12)
一 一 一 ≡ ≡ ≡'-

X(12)

同 幸跣y廻=1追_

同 報 先 センターコード3-一 一 ー-一 一 ≡ ≡ 一 ≡ 一'一'一 ー--一 ≡

同報先受信者3
同報通知先3(〃(〃))。

Bl4 X(12) 同 報 先VANコ ード4

同報通知先4(〃(〃))。.旦 ユ旦

Bl6

X(12)
一 一'--≡ 一 －

X(12)
同 報 先 センターコード4一 ー ー ー ー ー ー ー ー 一 一'一"A-一 ー ー 一

同報先受信者4
B17

-一 ー 一 ≡ 一

ー一旦 旦

B19

X(12)
← 一,-≡ 一 一 －

X(12)
← ≡ 一 一 一,一 －

X(12)

同報 先VANコ ード5.一 ≡ 一 ⇒ 一 ー 一 一-一 曹 一 ≡ ≡ ≡ ← 一 一 ≡ ●

同 報 先 センターコード5
-'一 ー －A-'一"一,一 一 一 一 ≡ 一 一__,

同報先受信者15

同報通知先5(〃(〃))。

」}坦

一－B2⊥

B22

X(12)
一 ー ー ー 一 一 一 －

X(12)
-一 ≡ 一 一'≡=

X(12)

同報定理 吐q._
同報先塑=;ゴ6_
同報先受信者6

同報通知先6(〃(〃))。

F23 X(31) リザ ー ブ 将 来 の 拡 張 の ため リザ ー ブ(al1X'2σ を セット)。
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第9章 メ ッ セ ー ジ グ ル ー プ ・ ト レ ー ラ の 構 造

メ ッセ ー ジグル ー プ ・ トレー ラ は、 メ ッセ ー ジ グル ー プの終 りを示 す トレーラで 、 図9-1

及 び表9-1で 示 す251byteの 固 定 長 固 定 フ ォーマ ッ トで あ る。 メ ッセ ー ジ グル ープ ・ トレ

ー ラ は、 一 つ の251byteの レコー ドに格 納 され る。

9.1ト ータ ル チ ェック

メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダ ーの トー タル 項 目Na指 定(C15,C16,C24,C25)で 、 ブ ラ ンク(

X'20')か ゼ ロ(X'30')が 指 定 され て い る時 は、 このエ リア を無 視 す る(ト ー タル ・チ ェ ックを

しな い)。

9.2チ ェック用 トータル数値の算出方法

メ ッセージグループ ・ヘ ッダーで指定 された項 目Nα(デ ータ ・タグ値)の 数値 データをメ ッ

セ ー ジ中か ら取 り出 し、全体の桁数が15桁 より小 さい時は、左側 に0を 必要な数だ け追加 し全

体 の桁数が16桁 以上の時は、16桁 以上を カ ッ トして15桁 に して、加算す る。和が16桁 以上 にな

る時は、その都度16桁 以上 をカ ッ トして15桁 にす る。一つ のメ ッセー ジグループ内にあ る指定

されたTFDの 数値(デ ータ部)の 総計を、チ ェック用 トータル数値 とす る。項 目1と 項 目2

それぞれ独立に計算す る。

メ ッセージグループ ・ヘ ッダーの拡張モ ー ド指示子で、縮小モ ー ド(X'20'orX'53')が 設定

されている場合 には、第1ト ータル項 目Nαエ リアに設定 された3桁 の項 目Nα(デ ータタグ)で

示 されるTEDの データ部 の数値を用 いてチ ェック値を計算 し、拡張モ ー ド(X'45)が 設定 され

て い る場合 には、第2ト ータル項 目Nαエ リアに設定 された5桁 の項 目Nα(デ ータタグ)で 示 さ

れ るTFDの データ部の数値 を用 いて チェ ック値を計算す る。

計算 に用いる数値 は、TFD形 式 にお ける数値データをその まま用 いる。N形 式の数値デー

タの時は、正負の符号 と小数点を無視 して用いる。特に、N形 式 にお いて送信用 の トラ ンス レ

ーターの不具合 によ り
、省略可能な右側のLSBに ゼ ロが存在す る場合が ある(図9-2)。

この場合 はゼロを無視 しないで計算を行 う。

プラ ンク(X`20')ま たは0(X`30')の 項 目Nαが指定 された場合 には、 チ ェック用 トータル数値

を算 出せず、項 目合計を0(X`30')と す る。

CIIシ ンタ ックスルールにおけ るチ ェ ック用 トータル数値の算 出方法 は、EIAJシ ンタ

ックスルールにおけるそれ とは異な るので、縮小モー ドにおいて互換性 を持たせるため には、

9属 性で小数点以下の桁数が3桁 で定義 されているデータ項 目を、第1ト ータル項 目Naエ リア

に設定 しなければな らない。
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0・ 痒 媚 号(㌢ 幡 号㌦
ハッシュトータル1 …2リ ザ ブ ‖

、県
5 15

25

15214←

byte数 一

レコード区 分(X'45')

一 分 割 区 分(X'30')

図9-1メ ッ セ ー ジ グ ル ー プ ・ ト レ ー ラ の フ ォ ー マ ッ ト

表9-1メ ッ セ ー ジ グ ル ー プ ・ ト レ ーーーーラ の デ ー タ 項 目

識別 属性 データ項 目名 説 明(設 定すべき値)

CO1 X(1) 分割区分 X'30'固 定,メ ッセージグルーブ・ヘッダーかトレーラかを示 す。

CO2 X(1) レコード区 分 X'45'固 定,メ ッセージクループ・トレーラであることを示 す。

DO3 9(5) シーケンス番 号(最 終

シーケンス番 号)

直 前 のメッセージ又{捌 ナリーデ汐 のシーケンス番 号 。すなわち、メッセージ及 びバイナリーデータの

合 計 数 を 表 す(文 字 コード ∫IS-XO201)。 合 計 が0件 の時 は、X'30'と なる。

EO4 9(15) ハッシュトータル1 チェック用 ハッシュトータル数 値1(文 字 コードJIS-XO201)。

EO5 9(15) ハッシュトータル2 チェック用 ハッシュトータル数 値2(文 字 コードJIS-XO201)。

FO6 X(214) リザ ー ブ 将 来 の拡 張 の た め リザ ー ブ(al1X'20'を セット)。

送 信 用 トランル 一夕ーの処 理

の関 係 で、省 略可 能 なゼロが

残 っている。

1243で 計 算 で 計 算

図9-2N形 式 デ ータ に お け る トー タ ル チ ェック値 計 算 用 の 数 値

データタグ レングス

レ
12,430

Lx・06・

、〆

12430
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第10章 メ ッ セ ー ジ グ ル ー プ の 構 造

メ ッセージグループ ・ヘ ッダー、一つ又 は複数の メ ッセー ジか特殊 メ ッセー ジ、一つ又 は複

数のバイナ リーデータ及 びメ ッセー ジグループ ・トレーラで、 メ ッセー ジグループを構成す る。

メ ッセージグループはEDIネ ッ トワー クにお ける最小 の交換単位 であ る。 フ ァイル転送 シ

ステ ムによって交換を行 う場合、一つ の ファイル に、複数のメ ッセー ジ ・グループを格納す る

ことができる。 しか し、一つの メッセー ジを複数の フ ァイルにまたが って格納す る ことはで き

ない。

メ ッセージグループが持つ機能によ って、業務処理電文 と運用電文が あ る。又、同報ヘ ッダ

ーを用いることで、両電文 と も同報電文 とす ることがで きる。

10.1業 務 処 理 電 文

図10-1に 示 す よ うに、 メ ッセ ー ジグ ル ー プ ・ヘ ッダー 、 メ ッセ ー ジ、 バ イ ナ リー デ ー タ及

び メ ッセ ー ジ グル ー プ ・トレー ラで 構 成 され る(図10-1参 照)。

交 換
又 はi接 続i

ファイル交換'

フ ァイル

i切

メヲ七一ジ

グループ

メヲ七一ジ又 は
バ イナ リー

デ ータ

1メ・醐 励 ● メヲセージ1又 は 財 ナリーデ一夕1 ・ … ● ・ ・ ● ・ ・ メヲセージグループ●トレーラ

メ ッセー ジ バ イナ リーア〒

竺MH

タ
TFD1 ● ● ■ ● TFD・MTl BHビ ッ ト列データBT

Il{1

ビヲト列

デー タデータ・タグ データ長 デー タ 制御タグ デー タ

仁 分割区分

注)MH:メ ッ セ ー ジ ・ヘ ッ ダ ー

BH:バ イ ナ リ ー デ ー タ ・ヘ ッ ダ ー

MT:メ ッ セ ー ジ ・ ト レ ー ラ

BT:バ イ ナ タ ー デ ー タ ・ ト レ ー ラ

図10-1業 務処理電文(メ ッセー ジグループ)の 構成

一46一



10.2運 用 電文

運用電文 は、デ ータ交換 に係 わる システム運用 を円滑に行 うためにある。受信 確認電文、エ

ラー情報電文及びゼ ロ件 メ ッセー ジ電文等が あ る。

運 用 電 文 で は、 メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ヘ ッダ ー及 びメ ッセ ー ジグル ー プ ・ トレー ラの 中 の ト

ー タ ル項 目Nαを 、 す べ て ブ ラ ン ク(X`20')と してハ ッシ ュ ・ トー タル ・チ ェ ックを バ イパ スす

る 。

10.2.1受 信 確 認 電 文

受信確認電文 とは、解釈可能 な通常電文(業 務処理メ ッセー ジ)を 受信で きたか どうか を、

業務 メ ッセージの受 信者か ら送信者へ知 らせ る電文である。 この電文 は、業務上 の約束 の成立

等 とは無関係な電文 であ る。例え ば、発注 メ ッセ ージの受信済 ステー タスを このメ ッセージで

送信者へ通知 して も、発注契約 は成立 しない。受信確認電文 は、 システム上 の電文受信が成功

したか どうかを、送信者 に伝達す る ものであ る。

受 信 確 認 電文 は、 一 対 の メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダ ー と メ ッセ ー ジグル ー プ ・ トレー ラの

中 に、 一 つ又 は複 数 個 の受 信 確 認 デ ー タを 入 れ た構 成 で あ る(図10-2参 照)。

ル ー プ ・ヘ ッダ ーの 情 報 区分 コー ド(C14)を 「9001」 とす る。

メ ッセ ー ジグ

く

(受

メッセづ グループ・ヘヲダー

∈251byte> ∈

①
②
③
④
⑤
⑥

メ ッセ ー ジ グル ー プ

(受 信 確 認 データは複 数でもよい。)

受 信 確 認 デ ー タ

メッセージグルーブ・ヘッダーの 情 報 区 分]一 ド

メッ七一ジクルーブ・ヘッダーの トータル項 目Na1,2

メッセージグルーブ・ヘッダーの フォーマットID

受 信 確 認 デ ー タ の シーケンス 番 号

メッセージグルーブ・トい ラの 最 終 シーケンス 番 号

メッセージグルーブ・トレーラの ハッシュトータル1,2

251byte

'

メヲ七一ジグループ・トレーラ

〉 <251byte>

9001(X'39303031)

a11ブ ランク(allX'20')

20(X'3230')

通 常 、00001(X'3030303031')

通 常 、00001(X'3030303031')

allブ ランク(allX'20')又 はal10(al1X'30')

図10-2受 信 確 認 電 文 の 構 成
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10.2.2エ ラ ー情 報 メ ッセ ー ジ電文

エ ラ ー情 報 メ ッセ ー ジは 、EDIサ ー ビス事 業 者 が ユ ーザ ーへ 、 メ ッセ ー ジ ・グル ープ の 交

換 エ ラ ーを伝 え るた めに用 い る。

エ ラ ー情 報 メ ッセ ー ジは 、一 対 の メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダ ー と メ ッセ ー ジグル ープ ・ ト

レー ラの 中 に、 一 つ 又 は複 数 個 のエ ラ ー情 報 デ ー タを入 れ た構 成 で あ る(図10-3参 照)。 メ

ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダ ー の情 報 区 分 コ ー ド(C14)を 「9201」 とす る。

∈

(エ

メヲ七一ジグルーア・ヘヲダー

<251byte> <

①
②
③
④

メ ッ セ ー ジ グ ル ー プ

(エラー情 報 データは複 数 でもよい。)

エ ラ ー 情 報 デ ー タ

251byte

メッセージグルーブ・ヘッダーの 情 報 区 分 コード9201(X'39323031)

メッセージグルーブ・ヘッダーの トータル項 目Nα1,2a11ブ ランク(allX'20')

メッセージグルーブ・ヘッダーの フォーマットID20(X'3230')

メッセージグルーブ・トレーラの ハッシュトータル1,2a11ブ ランク(allX'20')又 はa110(allX'30')

〉

メッセージグルーブ・トレーラ

≧ <251byte>

図10-3エ ラ ー情 報 メ ッセ ー ジ電 文 の 構 成

10.2.3ゼ ロ件 メ ッセ ー ジ電 文

ゼ ロ件 メ ッセ ー ジ電 文 は 、受 信 者 に対 して 、 送信 す べ き メ ッセ ー ジ件 数 が ゼ ロ(無)で あ る

こ とを伝 達 す る電 文 で あ る。

ゼ ロ件 メ ッセ ー ジ電 文 は 、 図10-4に 示 す よ うに 、 メ ッセ ー ジの な い(0件)メ ッセ ー ジ グ

ル ー プ ・ヘ ッダ ー とメ ッセ ー ジ グル ー プ ・ トレー ラの対 で あ る。 図10-4の メ ッセ ー ジグル ー

プ ・ヘ ッダー の情 報 区分 コー ド(C14)は 、 「9101」 とす る。

メ ッセー ジ グル ー プ ・ トレー ラの 中 の 最 終 シーケ ンス番 号 を ゼ ロ(メ ッセ ー ジ無)と す る。

①
②
③
④
⑤

メッ七一ジグルーブ

メッセージグルーブ

メッセージグルーブ

メッセージグルーブ

メッセージグルーブ

メ ッセ ー ジグル ー プ

251byte

ヘッダーの 情 報 区 分 コード

ヘッダーの トータル項 目No.1,2

ヘッダーの フォーマットID

トレーラの 最 終 シーケンス 番 号

トレーラの ハッシュトータル1,2

251byte

glO1(X'39313031)

a11ブ ランク(allX'20')

20(X'3230')

00000(X'3030303030')

a11ブ ランク(allX'20')又 はa110(allX'30')

図10-4ゼ ロ件 メ ッセ ー ジ電 文 の 構 成
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103同 報電文

メ ッセー ジグループの 直前 に、 同報ヘ ッダーを追加す る ことで、ヘ ッダー直後の一つ のメ ッ

セージグループを同報電文 とする ことがで きる(図10-5参 照)。 同報ヘ ッダーを二つ以上 に

し、同報宛 て先 を増やす ことがで きる。

同 報 ヘヲダー(n個 可 能)

同報ヘ ッダー1

)≧

■ ● ●

一

〈 直 後 の メヲセージグループのみ同 報 となる 〉

メ ッセ ー ジ グル ー プ

L同 報へ 。ダーは複数使 うことも可能

● ■ ● ● ●

251byte

図10-5同 報 電 文 の 構 成
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第11章Zレ ベ ル オ プ シ ョ ン 仕 様

Zレ ベルオ プシ ョンは、将来廃止が予定 されて いるオプ シ ョンであ る。非透過モ ー ドオプ シ

ョンとTYPE-Eオ プ ションがあ る。

11.1非 透過 モー ド・オプ シ ョン

非透過モ ー ド・オ プシ ョンは、J手 順 などの非透過モ ー ドの通信 システムを活用す る時用 い

るオプ ションであ る。

メ ッセ ージグルー プ ・ヘ ッダーの非透過モー ド指示子(C26)で 、非透過モー ド(X'4D')が

設定 された場合、以下のよ うに、文字 コー ドの変換お よびバ イナ リーデータの補正が行われ る。

尚、非透過モー ドでは、JIS-XO201とJIS-XO208の 文字 コー ドが使用 され

る ことを前提に、非透過モ ー ド通信 系による不具合を回避す る対策を行 うので、 これ以外の文

字 コー ドのデータを用 いることは許 されない。

11.1.1メ ッセー ジグ ル ー プ ・ヘ ッダ ー とメ ッセー ジグ ル ー プ ・ トレー ラで の対 策

(1)分 割 識別 子

メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダ ー と メ ッセ ー ジグル ー プ ・ トレー ラの分 割 区 分 は、特 に変 換

を しない(0(X`30')と す る)。 これ は、 受 信 用 トラ ンス レー タ ーが 分 割 区分 に よ って 、 メ

ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダ ーを識 別 す るため に必 要 な処 置 で あ る。

(2)分 割 区分 以外

X`20'～X`3F'を 、X`80'～X`9F'に 変 換 し、伝 送 す る。 この 変 換 は、 トラ ンス レー タ ーで 行

わ れ る。(表11-1を 参 照)。

受信 用 トラ ンス レー ター で は、 透 過 モー ドか非 透 過 モ ー ドか を 判別 して メ ッセ ー ジ グル ー

プ を分 析 しな けれ ば な らな い。 メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ヘ ッダ ー と メ ッセ ー ジグル ープ ・ トレ

ー ラ につ いて は次 の よ うに して 行 う
。 メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダ ー の非 透 過 モ ー ド表示 は、

透 過 モ ー ドの 時 は ブラ ン ク(X`20')かS(X`53')と な り、 非透 過 モ ー ドの 時 はM(X`4D':非 透

過 モ ー ドへ の 変 換後 もM(X`4D'))と な る。従 って、M(X`4D')で あ るか ど うか を判 定 す る。

非 透 過 モ ー ドの 時 は、 メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ヘ ッダー とメ ッセ ー ジグル ー プ ・ トレー ラの 分

割 区分 を除 い て、 表13-1に 従 って 逆変 換 を 行 って か ら分 析 を行 う。

11.1.2メ ッセ ー ジの対 策

(1)メ ッセ ー ジ ・ヘ ッダ ー

メ ッセ ー ジ ・ヘ ッダ ー の分 割 区 分,レ コー ド区分,シ ー ケ ンスNo.は 、 表11-1に 従 って変

換 を行 う。 そ して 、Bタ イ プの メ ッセ ー ジヘ ー ダ ーを 用 い るが 、 メ ッセ ー ジ長 を 表 す文 字 デ
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一 夕 の文 字 コ ー ドのX`30'～X`39'は 表11-1に 従 って
、X`90'～X`99'に 変 換 して表 さな けれ

ば な らな い(Aタ イ プの メ ッセ ー ジヘ ッダー は使 え な い)。

受 信 用 トラ ンス レー ター で は、 メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ヘ ッダ ー の チ ェ ック に よ り非 透過 モ

ー ドを 検 出 した 時 は、 メ ッセ ー ジヘ ッダ ー の分 割 区分 を 表11-1に 従 って 逆 変 換 して 透過 モ

ー ドの 時 と同 様 な方 法 で メ ッセ ー ジを認 識 す るか
、X`99'(但 し、 分 割 モ ー ド時 はX`91'～X`

98'で 最 終 レコ ー ドはX`99'の シー ケ ンス)を 検 出す る こ とで 、 メ ッセ ー ジを 認 識 す る。

(2)TFD形 式 デ ー タ1の バ イナ リー デ ー タ(デ ー タ タ グお よ び レ ング ス タ グ)の 補正

表11-2に 従 って補 正 を行 う。 補 正 を 行 うバ イナ リー デ ー タの 直前 に は 非透 過 モ ー ド・補

正 指示 子(X`F8')を 追 加 す る。 表11-2で 、 下 線 が付 いて い るデ ー タ は 必 ず補 正 しな けれ ば

な らな い(例 え ば 、X`01'→X`F881')。 一 方Oが 付 いて い るデ ー タ の補 正 は任 意 で あ る。

例 え ば、X`14'は 、 無 補 正 で もX`14'→X`F894'の よ うに補 正 して も、 どち らで もよ い。X`40'

の よ うに無 補 正 が指 示 され て い るデ ー タ は、 補 正 して はい け な い。

修弓)X`00'一 一一一>X`F880',X`F8'一 一一一>X`F8C8'

X`40'一 ー一一>X`40',X`FF'一 →X`F8CF'

バ イ ナ リー デ ー タ の補 正 を行 った 時 は、 メ ッセ ー ジ長 が 増加 す る。 非 透過 モ ー ド・バ イ ナ

リー デ ー タ補 正 指 示 子(X`F8')を 一 つ 使 うご と に、1byteづ っ増 加 す る。

(3)TFD形 式 デ ー タ1の デ ー タ部 の 変 換

表11-1に 従 って 変 換 す る。 この 変換 は 、変 換 前 の 文 字 コー ドがJIS-XO201かJ

IS-XO208に な って い る こ とが前 提 に な ってい る。す なわ ち、 非 透 過 モ ー ドで は これ

以 外 の 文 字 コー ドを使 う こ とはで きな い。

(4)TFD形 式 デ ー タ2(TFD制 御 子 の 変 換)

制御 タ グはバ イ ナ リー デ ータ で あ るの で 表11-2に 従 って 補正 す るが 、X`FO'～X`FF'(

X'F8'を 除 く)の 範 囲 にあ り、X`FF'をX℃F'に 補 正す る以 外 は、 無 補 正 で あ る。 但 し、現 在

制御 タ グX`FF'は 定 義 され て い な いの で 、 実質 的 に補 正 無 しと して よ い。X`F8'は 、 この文

字がTFD制 御 子(バ イ ナ リーデ ータ補 正 子)と して 使用 され る時 は無 補 正 で あ り、バ イナ

リーデ ー タ(デ ー タ タ グま た は レ ングス タ グ)と して使 用 され る時 は、 表11-2に 従 って 、

X`F8'を 追 加 してX`F8C8'に しな け れ ば な らな い(メ ッセ ー ジ長 も1増 加 す る)。

TFD制 御 子 の 制 御 デ ー タにっ いて は、 以 下 の よ うに な る。

① イ ンター ナ ル セ グメ ン ト指 示 子(X`F9')

この 制御 タ グの 制御 デ ー タ(イ ンタ ー ナ ルセ グメ ン ト番 号)は 表11-1に 従 って変

換 す る。

② マ ル チ 明細 ヘ ッダ ー(X`FA')

この制 御 タ グの 制 御 デ ー タ(明 細 番 号)は 表11-1に 従 って変 換 す る。
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(5)メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ トレー ラ(X`FE')

変 換 も補 正 も特 に必 要 と しな い(制 御 タ グ と見 な す)。

表11-1非 透過 モー ド時 の文字 コー ドの変換

数値 変換値

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

A

B

C

D

E

F

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
:

=

↓
↓
↓
↓

0

1

2

3

4

5
6

7

8

9

A

B

C

D

E

F

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

数値 変換値

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

A

B

C

D

E

F

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

A

B

C

D

E

F

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

数値 変換値

O

F

O

F

4

一

一

一
一
一

一
ー

Ψ

7

A

－

一
一

一
ー

一
－

V

D

変換無

変換無

(注)メ ヲセージグループ・ヘヲダーと トレーラの分割 識 別 子

及 びバ イ ナ リー デ ー タ以 外 に適 用,

表 中 の値 は 、す べ てHex表 示

表11-2非 透 過 モ ー ド時の バ イ ナ リー デ ータ の補 正

数値 補性値 数値 補性値 数値 補性値 数値 補性値 数値 補性値

00→80

01->81

02→82

03→83

04→84

05→85

06→86

10→90

(11→91)

(12→92)

(13→93)

(14→94)

15→95

16→96

17→97

(20→AO)

(21→A1)

(22→A2)

(23→A3)

(24→A4)

(25→A5)

26→ ・A6

(30→BO)

(31→B1)

32→B2

(33→B3)

(34→B4)

(35→B5)

(36→B6)

37→B7

40'

Ψ

F7,

F8

・補正無

→C8

(07→87)

(08→88)

(09→89)

(OA→8A)

(OB→8B)

(OC→8C)

(OD→8D)

(OE→8E)

(OF→8F)

(18→98)

(19→99)

(1A→9A)

(1B→9B)

(1C→9C)

(1D→9D)

(1E→9E)

(1F→9F)

(27→A7)

(28→A8)

(29→A9)

(2A->AA)

(2B→AB)

(2C→AC)

2D→AD

2E→AE

(2F→AF)

(38→B8)

(39→B9)

(3A->BA)

(3B→BB)

(3C→BC)

3D→BD

(3E→BE)

(3F→BF)

F9'

↓ 概 無
FE.

FF→CF

(注)デ ータタグ、制御 タグ及 び レングスタグのバイナ リーデータに適用

表 中の値 は、すべてHex表 示

一52一



11.2TYPE-Eオ プ シ ョン

TYPE-Eは 、 将 来 、UN/EDIFACTと 並 行 使 用 す る時 に備 え て用 意 され るオ プ シ

ョンで 、 ヘ ッダー と トレー ラ にISO9735の シ ンタ ックス ル ー ル を 取 り入 れ 、電 文 全 体 が

ISO9735と 同一 の セ グ メ ン ト構 成 ル ール に従 って 、 コー デ ィ ン グ され る。文 字 コ ー ドは、

JIS-XO201(8bit文 字)とJIS-XO208(16bit文 字)の 使 用 を 義務 づ け る。

CIIシ ンタ ッ クスル ール の 基本 形 は、 メ ッセ ー ジ グル ー プ を構 成 す るメ ッセ ー ジグル ー プ

・ヘ ッダ ー、 メ ッセ ー ジそ して メ ッセ ー ジグル ー プ ・ トレー ラ等 の構 成 要 素 の外 形 が 、ISO

9735と は異 な るた め 、ISO9735を サ ポ ー トす るEDIネ ッ トワー クを利 用 す る こ と

が で き な い。TYPE-Eは 、構 成 要 素 の 外形 がISO9735と 同 一 にな って い るの で 、I

SO9735を サ ポー トす るEDIネ ッ トワー クを利 用 す る こ とが で き る。 但 し、 メ ッセ ー ジ

内部 の 論理 構 造 はUN/EDIFACTと は異 な るた め、UN/EDIFACTメ ッセ ー ジ と

して用 い る ことは で きな い。

以 下 の記 述 で は、8bitを1byteと 記述 し、X`1A'は 、Hex表 示 を表 す もの とす る。 又 、 誤 解

を 避 け る ため に 、例 え ば 、 キ ャ ラ クタ ーCは 、C(X`43')の よ う にHex表 示 を 併用 す る。 又 、 図

示 され た フ ォー マ ッ ト中 の 値 は、 す べ てHex表 示 とす る。 さ らに、 特 に断 らな いか ぎ り、 バ イ

ナ リー と は、符 号 無2進 数 とす る。

11.2.1交 換 の 階層

TYPE-Eの 交 換 の階 層 は、ISO9735と 同一 で あ る。 詳細 は、ISO9735の 規

格 書 を 参 照 され た い。 尚 、 機 能 グル ー プ は用 いな い。 従 ってUNGセ グメ ン トとUNEセ グ メ

ン トは用 いな い。

11.2.2UNAセ グ メ ン トとUNBセ グ メ ン ト

UNA,UNBセ グメ ン トの構 造 は、ISO9735と 同 一 で 、 基 本 形 にお け るメ ッセ ー ジ

グ ル ー プ ・ヘ ッダ ー に相 当す る。UNAセ グメ ン トはオ プ シ ョ ンで あ るが 、使 用 を 義務 づ け る。

(1)UNAセ グメ ン ト

① コ ンポー ネ ン ト ・デ ー タエ レメ ン ト ・セパ レー タX`FC'

② デ ー タ エ レメ ン ト ・セパ レー タX`FF'

③ 小 数 点 記 号 文字X`2E'

④ リ リー ス記号X`FD'

⑤ セ グ メ ン ト ・セパ レ一 夕X`FE'
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(2)UNBセ グ メ ン ト

以 下 に、TYPE-Eと 基 本 形 の メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ヘ ッダ ー との対 応 を 示 す 。文 字 コ

ー ドは
、JIS-XO201を 使用 す る。 尚 、TYPE-Eで は、 発 信者 コー ド、 受信 者 コ

ー ド、 トー タル項 目Nαお よ び フ ォー マ ッ トIDは 使 用 しな い。

-
⊥

2

4

0

0

0

1
⊥

0

0

り
乙

0

0

0

0

0

n
U

O

O

S

O
O

7

8

0

0

0

∩U

O

O

01

3

0

nU

O

OS

7

4

0

1

0

0

0

0

7

4

1

1

4

0

∩
U

O

O

O

O

り
自

0

0

S

O

ウ
ム

只
U

り
ム

∩
乙

ロ
U

n
U

O

C
U

O

O

O

O
乙

0

0

S

O

13

0
σ

0

リ
ム

0

00

∩
乙

C
J

O
O

う
0

0

0

0

0

シンタヲクス識別記号

シンタックス識別記号

シンタヲクスバージョン番号

交換発信者

送信者識別 コー ド

識別 コー ド修飾子

戻 り経路用 ア ドレス

交換受信者

受信者識別 コー ド

識別 コー ド修飾子

経路 ア ドレス

作成 日付

日付

時間

交換 コントロール参照番号

受信者参照番号,

受信者参照 パスワード

パスワード修飾子

アプリケーション参照番号

処理優 先順 コー ド

受信確認要求

通信協定識別

テス ト指示記号

(文 字4byte)

(数 値1byte)

(文 字35byte-Max)

(文 字4byte-Max)

(文 字14byte-Max)

(文 字35byte-Max)

(文 字4byte-Max)

(文 字14byte-Max)

(数 値6byte)

(数 値4byte)

(文 字14byte-Max)

パ ス ワ ー ド

(文 字14byte-Max)

(文 字2byte)

(文 字14byte-Max)

(文 字1byte)

(数 値1byte)

(文 字35byte-Max)

(数 値1byte)

CIIB(`43494942')

1(X`31')

発 信 セ ンター コー ド

(12文 字)

使 用 しない。

(発 信 者)発 信VANコ ー ド

(12文 字)

受 信 セ ンタ ー コ ー ド

(12文 字)

使 用 しな い。

(発 信 者)受 信VANコ ー ド

(12文 字)

作 成 日付

作 成 時 刻(秒 は使 用 しな い)

任 意 の 値 とす る。 受 信 確 認

要 求 を す る と きはallO

(X`30')等 を使 用 しな い。

使 用 しな い。

使 用 しな い。

BPID(8桁)+情 報

区分(4桁)

使用 しな い。

受 信 確 認 要 求 をす る時 は、1

(X`31')と し要 求 しな い 時 は

省 略か0(X`30')と す る。

使 用 しな い 。

運 用 モ ー ド(通 常 モ ー ドは、
0(X`30')を 使 用)
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11.2.3メ ッセ ー ジの 構造(TYPE-E)

基 本 形 に お け る メ ッセ ー ジ ・ヘ ッダ ーがUNHセ グ メ ン トに、TFDエ リアがCIIセ グメ

ン トに、 メ ッセ ー ジ ・ トレー ラがUNTセ グメ ン トに、 そ れ ぞ れ 置 き換 え られ る(図11-1参

照)。

基本形

TYPE-E

メッセージ ・

ヘツ

[][一[㎜[㎜
図11-1基 本 形 とTYPE-Eと の対 応

(1)UNHセ グメ ン ト

UNHセ グ メ ン トは、ISO9735と 同一 で あ る。 以 下 に、 基 本 形 の メ ッセ ー ジ ・ヘ ッ

ダ ー との対 応 を 示 す 。 文字 コー ドは、JIS-XO201を 使 用 す る。

0062

SOO9

0065

0052

0054

0051

0057

0068

SO10

0070

0073

メ ッセ ー ジ参 照 番号

メ ッセ ー ジ修 飾 子

メッセージ●タイプ

メッセージ・バージョン番 号

メヲ七一ジリリース番 号

管 理 機 関 コー ド

協 会 指定 コ ー ド

共 通 ア クセ ス参照 番 号

(文 字14byte-Max)シ ー ケ ンスNa(5桁)

(文 字6byte-Max)

(数 値3byte-Max)

(数 値3byte-Max)

(文 字2byte)

(文 字6byte-Max)

(文 字35byte-Max)

数次更新型データの伝送状況

伝送の シーケ ンス(数 値2byte-Max)

初回伝 送か最終伝送か(文 字1byte)

情報区分(4文 字)

版(2文 字)

使 用 しな い。

使用 しない。

使用 しない。

使用 しない。

使 用 しな い。

使用 しない。
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(2)CIIセ グメ ン ト

Aタ イ プ メ ッセ ー ジ(非 透 過 モ ー ドは不 可 、透 過 モ ー ドに限 る)の メ ッセ ー ジ ・ヘ ッダ ー

を 変 更 した メ ッセ ー ジを、 その ま まCIIセ グメ ン トと して用 い る。

Aタ イ プ メ ッ セ ー ジ ヘ ッ ダ ー の メ ッ セ ー ジ

〉

メッセージ ・ヘッダー

TFDl TFD2 ■ ● ● ■ ● ● ● ■ ● TFDn

一

シーケンス

Nα

メッセー

ジ 長

2 く 可 変 長 ・

世 ≒・・一 ド区分⑩(・w))ト レラ(r・r芦
分 割 識 別 子(9(X`39'))

byte数

TYPE-EのCIIセ グ メ ン ト

〉

:

TFD1 TFD2 ● ■ ● ● ● ● ■ ● ■ TFDn

一

げ メント

タグ

メッセージ

長

3 1 5 く 可 変 長 ・

↑L－ データ・・メ・ト・・バレ一夕(・ ・FF・)デ ータ・〃 ・ト・・バレ一夕(・・FE・)当CII(X`434949')
byte数

図11-2TYPE-EのCllセ グメ ン ト

① セ グ メ ン トタ グ(文 字3byte)

CII(X`434949')

② メ ッセ ー ジ長(文 字5byte)

メ ッセ ー ジ長 は、 ア ンパ ック形 式 の数 字5桁 が 用 い られ る。 文 字 コー ドは 、JIS-X

O201を 用 い る。 メ ッセ ー ジ長 が 、32767byteよ り も長 い時 は、 メ ッセ ー ジ長 エ リ

ア を99999と し、 タイ プBメ ッセ ー ジの 拡 張 メ ッセ ー ジ長 と同等 の方 法 で、 ア ンパ ッ

ク形 式 の 数 字7桁 で表 す 。 この時 、 識 別 子 と拡 張 メ ッセ ー ジ長 を 合 わ せ て8byteメ ッセ ー

ジ長 が 増加 す る。

尚、TFD内 のバ イナ リー デ ー タで 、 デ リ ミター と衝 突 す るデ ー タにつ い て は、 リ リー

ス文 字(X`FD')の 付 加 を 行 う。 拡 張 モ ー ドの デ ー タ タ グの 第2byte(X`FC'以 上 の 時),拡

張 形 式 の レング ス タ グ(デ ー タ長)の 第2byte(X`FC'以 上 の 時)お よ び マ ル チ明 細 トレ

ー ラ(X`FC')が 、 衝 突 す る。

例)X`02FE'一 ーーー一>X`02FDFE'

X`FCFE'一 口一 →X`FDFCFDFE'
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(3)UNTセ グ メ ン ト

UNTセ グ メ ン トは、ISO9735と 同一 で あ る。TYPE12の メ ッセ ー ジ ・ トレー

ラ(X`FE')に 対 応 す る。文 字 コー ドはJIS-XO201を 使 用 す る。

0074メ ッセージ内 の セグメント数

0062メ ヲセージ 参 照 番 号

(数 値6byte-Max)

(文 字14byte-Max)

UNHとUNTを 含むセ グ
メ ン ト数

UNHの0062と 同一の値

(シ ーケ ンスNα(5桁))

11.2.4UNZセ グ メ ン ト

UNZセ グメ ン トは 、ISO9735と 同一 で あ る。 基 本 形 にお け るメ ッセ ー ジグル ー プ ・

トレー ラに対 応 す る。 文 字 コー ドは、JIS-XO201を 使 用 す る。 尚、TYPE-Eで は、

トー タ ル項 目Na(項 目合 計1,項 目合 計2)は 、使 用 しな い。

0036交 換 コントロール・カウント

0020交 換 コントロール参 照 番 号

(数 値6byte-Max)

(文 字14byte-Max)

メ ッセ ー ジの総 数(最 終 シ
ーケ ンス番 号(5桁))

UNBの0020と 同一 とす る。

11.2.5メ ッセ ー ジの格 納 構造(TYPE-E)

TYPE-Eで は、UNAセ グメ ン トとUNBセ グメ ン トを 同一 の レコー ドに格 納 し
、 そ の

他 の セ グメ ン トにっ い て は、一 つ のセ グメ ン トを一 つ の 可 変 長 レコー ドに格 納 す る。
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11.2.6TYPE-Eと イ ン ター ナ ル セ グ メ ン ト

CIIシ ンタ ッ クス ル ー ル に は、ISO9735の セ グメ ン トに対 応 す る もの と して 、 マ ル

チ 明細 が あ る。 通 常 、TFDエ リア は マ ル チ明細 が な い時一 つ のセ グ メ ン トで構成 され 、 マル

チ 明細 が あ る時 は、 マ ル チ 明細 とそ うで な い部分(名 無 しセ グ メ ン ト)で 構 成 され る(図11-

3参 照)。

トレーラー

メッセージ

ヘッダー

Ψ

〈1つ の 名 無 し セ グ メ ン ト 〉

トレーラ

メッセージ

ヘッダー

マ ル チ明 細

lll

Ψ

く 小 ≧1 名 無 しセグメ
ント

名 無 し∈ 名 無 し 〉
セグメント

∈ 〉セグメ
ント

図11-3通 常 のCllシ ン タ ック スル ール に よ るTFDエ リア の構 造

これに対 し、UN/EDIFACT電 文への変換を対象 に したTFDエ リアは、ISO97

35と 同等 のセ グメ ン ト構造が必要 にな る。 この ような時、イ ンターナルセ グメ ン ト指示子を

用 いて、TFDエ リアをセ グメ ン ト化 す る。

イ ンターナルセ グメ ン ト指示子 を用 いてセグメ ン ト化 したTFDエ リアを図11-4に 示す。

図11-4の イ ンターナルセ グメ ン トA,B,C及 び、マルチ明細セ グメ ン ト1をUN/EDI

FACT電 文 におけるセ グメ ン トに対応 させ る。UN/EDIFACT電 文 では、セ グメ ン ト

内のデータ項 目の順番 は固定化 されて い るが、CIIシ ンタ ックスルールにおけるセ グメ ン ト

内のデータ項 目(TFD)の 順番 は可変 である。イ ンターナルセ グメ ン トは、通常、受信用 の

CIIト ラ ンス レーターに対 して何 らの影響 も与えない(無 視 され る)。

尚、イ ンターナルセ グメ ン トの名 は、1～9とA～Zの35種 類 の使用が規定 されてい るが、

表1-1の8bit文 字すべ ての使用 に拡張 して もよい。 この場合、156種 類(ブ ラ ンクとゼ ロ

を除 く)の セ グメ ン トをアプ リケ ー シ ョンで設定で きる。
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く マ ル チ明 一 一__→

メッセージ

ヘッダー A Aセ グメント B Bセ グメント 1

1セグメント

(マルチ明 細

セグメントー1)

改

行

2セ グメント

2(マ ルチ明 細

セグメントー2)

c Cセ グメント

!IN

爪 ヘ ッ ダ ー ト レ ー ラ ▲1

團 イ ン タ ー ナ ル セ グ ・ ・ 卜指 示 子 メッセージトレーラ1

図11-4イ ンターナルセグメ ン ト指示子 によるセ グメ ン ト化

11.2.7シ ス テム 運 用 電文 フ ォー マ ッ ト

(1)受 信 確 認 メ ッセ ー ジの構 造(TYPE-E)

TYPE-Eの 受 信 確認 メ ッセ ー ジは、 図11-5に 示 す よ うに 、UNA,UNB,UNH,

UNTお よ びUNZセ グメ ン トで 構 成 され る。文 字 コー ドは 、JIS-XO201を 使 用 す

る。 尚 、一 組 のUNA,UNB,UNZセ グメ ン トの 中 に、 複 数 のUNH,UNTセ グ メ ン

トの対 を入 れ る こ とが で き る。

UNA UNB ⊂=]匝][三]

図11-5TYPE-E受 信確 認 メ ッセ ー ジの 構造

①UNAセ グメ ン ト(11.2.2-(1)を 参 照)

②UNBセ グメ ン ト

a.0026ア プ リケ ー シ ョ ン参 照 番 号

BPID(8桁)+情 報 区 分(9001(X`39303031'))

b.0031受 信 確 認要 求

使 用 しな い(省 略 か0(X`30'))。 受 信 確i認要 求 を 、 して は い けな い。

c.そ の 他 の 項 目は、11.2.'2-(2)を 参 照 。
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③UNHセ グ メ ン ト

a.0065メ ッセ ー ジ ・タ イ プ

情 報 区分

b.0068共 通 ア クセ ス参 照 番号

受 信 に成 功 したUNBセ グメ ン トの0020交 換 コ ン トロー ル参 照 番 号(文 字14byte-Max

)を セ ッ トす る。

c.そ の他 の 項 目は 、11.2 .3-(1)を 参 照

④UNTセ グ メ ン ト(11.2.3-(3)を 参 照)

⑤UNZセ グ メ ン ト(11.2.4を 参 照)

② ゼ ロ件 メ ッセ ー ジの 構 造

ゼ ロ件 メ ッセ ー ジは、TYPE-Eに っ い て は、UNA,UNBお よ びUNZセ グメ ン ト

だ け で構 成 され る電 文(UNH,UNTセ グ メ ン トの 対 が0件)で あ る。

TYPE-Eの ゼ ロ件 メ ッセ ー ジで は、UNZセ グメ ン トの 中の 交 換 コ ン トロ ール ・カ ウ

ン トは、 ゼ ロ(メ ッセ ー ジ無)と す る。

TYPE-Eゼ ロ件 メヲセージ UNA UNB 剛
図11-6ゼ ロ 件 メ ッ セ ー ジ の 構 造
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附.1マ ルチ明細 に関す る補足

附.1.1改 行 マークの省 略

図A-1の 上段 と下段で は、改行 マークの省略以外は同一の構成であ るが、意味 は違 って い

る。図A-1上 段で は、TFDの2番 目と3番 目が省略され たことを表すが、図A-1の 下段

では、TFDは1番 目と2番 目の2っ しかない ことを表 して いる。すなわち、改行マー クは通

常省略で きな いことに なる。 しか しなが ら、図A-1の 上段の構成 で2番 目と3番 目のデータ

が な く、4番 目のTFDが2番 目と して認識 されて もか まわない時は、図A-1の 下段の構成

にす ることが可能であ る。

1番 目4番 目

[四 国][亘 ヨ回[i竺]匝]匝 ヨ

1番 目2番 目

団 匝][≡][亜]巨 ヨ

図A-1マ ルチ明細 における改行 マークの意味

附.1.2マ ルチ明細全体 の省略

一つのマルチ明細全体が空の時 は
、そのマルチ明細全体を省略で きる。 ここでい うマルチ明

細全体 とは、マルチ明細ヘ ッダーか らそれに対応す るマルチ明細 トレーラまでをい う(マ ルチ

明細の次の トレー ラで はない)。 また空 とい う意味は、マルチ明細ヘ ッダーか らそれ に対応 す

るマル チ明細 トレー ラまでの間に、TFD制 御 子 しかなか った場合 であ る(有 効 データが な

い)。 この一般則 は、 マルチ明細 のネスティ ングがある時で も有効で ある。

省略可能 である とい うの は、省略 しなければな らないとい う意味で はない。受信用の トラ ン

ス レーターで は、省略 の有無にかか わ らず正 しくメ ッセー ジを解析で きなければな らない。

附.1.3マ ルチ明細 ヘ ッダーの明細 番号の意 味

拡張モ ー ドのマルチ明細ヘ ッダーには、明細番号がある。縮小モー ド(EIAJ互 換モー ド)

では、明細番号 がない。

図A-2に 示 すよ うに、一つの メ ッセー ジ内に2っ の独立 したマル チ明細があ る場合、縮小

モ ー ドでは、マルチ明細 内の適当なTFDの タグ番号を用いて、マル チ明細の認識を行 う。 な

ぜな ら、図A-2の 左側のマルチ明細が省略 された場合、右側 のマルチ明細を左側のマルチ明
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細 と して認識 して しまう可 能性が あるか らであ る。従 って、右側のマルチ明細 と左側 のマルチ

明細に同一の タグ番号を持 つTFDを 入 れてはいけない。

拡張モー ドでは、明細番号を用 いてマルチ明細 を区別す るので、 このよ うな制限 はない。明

細番号は、同一のメ ッセ ージ内のマルチ明細 を区別す るために用 いるので、同一の メ ッセー ジ

内でユニークな番号 を付 ければ よい。

1番 目 2番 目一
省 略,,/

1,','
"

'
'

∠ i マルチ明細 /
」〉縮小モー ドの場合 、1番 目と

誤 る可 能性があ る。

図A-2マ ルチ明細 全体の省略

附.2外 字 とJlS補 助漢 字(JlS-XO212)に つ い て

CIIシ ンタ ックス ル ール1.11及 び1.51で は、JIS-XO201とJIS-XO20

8が 標準 と して 規 定 して あ る。 実 際 の 業 務 で は、JIS-XO208で は規 定 され て い な い漢

字 も少 な くな い。 そ こで、 外 字 の 設定 が 必 要 にな るが 、外 字 の 文 字 コー ドは コ ン ピュー タ の機

種 に よ りま ち まち でm:nを 想 定 したEDIの デ ー タ交換 に は馴 染 ま な い。

そ こで、 外 字 の 代 わ りにJIS-XO212(補 助 漢字)を 導 入す る。JIS-XO212

と、JIS-XO208は 、 同一 の 文 字 コ ー ドにな って い るの で 、 その ま ま混 用 す る こ とはで

きな い。CIIシ ンタ ッ クスル ール2シ リーズCオ プ シ ョンで は、以 下 の よ うに して 、JIS

-XO212を 導 入 す る予 定 で あ る
。

JlS-XO212(補 助 漢 字)の 第1byteのMSBbitを1に す る(第1byteにX`80'を

ORす る)。
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附.3ユ ニ コー ド(JlS-XO221)に つ いて

ユ ニ コー ドは、CIIシ ンタ ックス ル ール2シ リーズ のDオ プ シ ョンで導 入 され る予定 で あ

る。 ユニ コ ー ド導入 時 に は、 メ ッセ ー ジグル ープ ・ヘ ッダー の16bit文 字 コー ド指 定 エ リア に

ユ ニ コー ドを表 す識 別 子rU(X`55')』 が 、 新 た に追 加 にな る予 定 で あ る。

附.4ElAJシ ンタ ックスルールとの互換性

CIIシ ンタ ックスルールはEIAJシ ンタックスルール との互換性 を可能なか ぎり配慮 し

てあるが、CIIト ラ ンス レーター とEIAJト ラ ンス レーターとを組み合わせ る場合 には、

以下の点 にっ いて考慮 しなければな らない。以下の制限を守れば、通常、ユ ーザーは特別な考

慮 な しにCIIト ラ ンス レーター とEIAJト ラ ンス レーターとを混用で きる。

(1)メ ッセー ジにおけ る制限(縮 小 モー ド)を 用 いる。

①N属 性 のデータ項 目を使わない。

②240以 上の タグ番号(項 目Na)を 持つデータ項 目を使 わない。

③ 文字 コー ドは、標準を用 いる(JIS-XO201とJIS-XO208)。CII

トラ ンス レーターで は標準を指定す ることで、 この条件が 満足 される。EIAJト ラ ン

ス レーターで文字 コー ド変換のサポー トが ない場合 は、ユーザー側で変換す る。

受信用のCIIト ランス レーターで は、EIAJト ラ ンス レーターで作成 されたメ ッ

セー ジは無条件で標準文字 コー ドを使用 してい ると判 断す る。

④240byte以 上 の長 さを持つ データ項 目を使用 しない。

⑤ 明細番号付 マルチ明細を使 わない。

⑥ マルチ明細 のネスティングを使わない。

⑦ 最大 メ ッセー ジ長を32767byte以 下にする。

⑧ イ ンターナル セグメ ン トを使わない。

② メッセー ジグル ープ ・ヘ ッダーに関す る考慮事項

トータル項 目Nαを指定 する時 は、必ず、小数点以下が3桁 の9属 性 のデータ項 目を指定

す る。

(3)通 信系 に関す る考慮事項

① 透過モー ドを使用す る(透 過モ ー ドの通信 システムを使用す る。)

② 分割モー ドを使用す る。非分割モー ドを使用す る と、分割区分の分だけ(1byte)ず

れを生ず る(CIIシ ンタ ックスルールでは、非分割モ ー ドの時 も分割区分が付 いてい

るが 、EIAJシ ンタ ックスルールで は、非分割モー ドの時 は、分割 区分が ない)。

(4)そ の他

EIAJシ ンタ ックスルールの使用で は、メ ッセー ジグループ ・ヘ ッダーや トレー ラも合
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めて、伝送電文全体の文字 コー ド(バ イナ リー部分を除 く)をEBCDICコ ー ドと して運

用 している例がある。 このケースで は、特別のEIAJ対 応CIIト ラ ンス レーターでなけ

れば、CIIシ ンタ ックスルール との共通運用がで きないので、注意を要す る。

附.5非 透過 モー ド・オプシ ョンについて

非透過モ ー ドは、J手 順等の古 い非透過モ ー ドめ通信 システムのために設け られたオプ ショ

ンで、可能 なか ぎり、全銀手順やOSI新 手順でネ ッ トワークを構成 し、非透過 モー ドは使用

しない ことが望ま しい。CIIシ ンタ ックスル ール2シ リーズでは、廃止 され る予定である。

附.6CI|シ ンタ ックスルールのバ ー ジ ョン番号 について

CIIシ ンタックスルールのバ ージ ョン番号 は、3桁 で表現 される。

① 一番右側の桁 は、 トラ ンス レーターには影響 を及ぼ さない修正があ った時、変更 され

る。主に シンタ ックスル ールの矛盾の修正や本書(規 格書)の 記述の誤 り修正の場合 に

変更 され る。

② 中央の桁 は、 トランス レーターのマイナ ーチ ェンジが必要 になるような シンタックス

ルールの修正があ った時、変更 され る。

③ 一番左側 の桁 は、 シンタ ックスル ールの大変更があ った時、変更 され る。新 しいバ ー

ジョン対応 の トラ ンス レーターが必要 にな る。

下位2桁 の変更で は、新バ ージ ョンが 旧バ ージ ョンを包含す る方式 をとる。 しか しなが ら、

上位1桁 の変更では、必ず しも新バ ー ジョンが 旧バー ジョンを包含 しない場合 もある。

イ ンタラクテ ィブEDI用 シンタ ックスルール とバ ッチ処理用 シンタ ックスルールが包含 関

係 にな らな い場合、2っ のバ ージ ョンの シンタ ックスルールが同時運用 され ることにな る。

附.7Y属 性 について

附.7.1目 的

従来型の システム設計では、年月 日は、数字6桁 で設計す るのが普通であ ったが、最近、2

000年 対策のため に、数字8桁 で設計す るケ ースが増加 してい る。

この ことは、業界標準化 におけ る標 準 メ ッセー ジの設計 にも影響 し始あてお り、最近のメ ッ

セー ジ設計では、数字8桁 とす るのが多 い。

6桁 表示の年月 日と8桁 表示の年月 日は、その ままでは互換性が ないので、ユーザーは特別

の対策が必要 となる し、2000年 対 策のためだけに、8桁 表示が必要 にな るとい うの も通常

の事務処理 システムでは無駄が多い。歴 史のよ うに、数千年 レンジの処理が必要 な場合は とも

か くとして、事務処理 システムのよ うに高々数十 年の処理で済 む場合 には、4桁 表示 は、いか
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に も冗長であ る。本規 格の追加 は、 これ らの問題 の解決 を目的 と してい る。

附.7.2基 本的な考 え方

現在1995年 であ るか ら、通常 の システムの寿命が20年 程度 とすれば、 これか ら20年

以 内に構築す るシステ ムで は、2030年 まで有効 な 日付表現が設定 されていれば、十分 であ

ると結論で きる。

少 し余裕を見 て、2050年 まで有効 な 日付表現 を採用すれば、業務処理上の問題点 はない

とす ることが できる。一方、CIIシ ンタ ックスル ールの寿命 は、永遠であ るが、2050年

とい う60年 後以後 も有効か どうかを議論す ることは、あま り意味が ないだろ う。 コ ンピュー

タ実用化以来 まだ40年 程の歴史 しか ない し、 この間に も、何回か システムの技術 的体系 は変

化 して きた。 この面 か らも2050年 まで有効な方式 によ りシステムを構築す る ことは、妥 当

な選択 と言え る。

附.7.3基 本設計

日付表現の有効範囲を、1951年 ～2050年 まで とし、6桁 表現 と8桁 表現 の互換性 を

図 る特別 な変換を トラ ンス レーターに設け ることによ り、6桁 表現の システムと8桁 表現 の シ

ステム間のEDIを 実現 す るものであ る。

日付 の6桁 表現 と8桁 表現 を以下のよ うに、対応 させ る。

6桁 表 現8桁 表 現

510101<≒ 一ー一一>19510101

～ ～

991231<≒ 一ー一>19991231

000101← 一ーー ーー一→20000101

～ ～

501231<≒ 一ー一一>20501231

図A-36桁 表現 と8桁 表現の対応

図A-3か ら、8桁 か ら6桁 への変換 は、単純 に、上位2桁 を カ ッ トすればよい ことが分 か

る。逆 に6桁 か ら8桁 への変換 では、

51年 ～99年 の時(51以 上 の時)… ……19を 追加 す る

00年 ～50年 の時(50以 下 の時)… ……20を 追加す る

のよ うにす る必要のあ る ことが分か る。

この よ うな取扱をす る属性をY属 性 と して新たに定義 し、 シ ンタ ックスルール に追加 した
。
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附.7.4ト ランス レーターでの対応

(1)送 信用 トラ ンス レーター

Y属 性 は基本的に数値(9属 性の特別 ケース)で あ るか ら、9属 性 と同一の変換を行 う。

① ローカルエ リアは一般的 に、整数で、6桁 か8桁 で なければな らない。

② ローカルエ リアが2進 表現 の場合には、等価的 に6桁 か8桁 でなければな らない。

変換 は、9属 性 と同一 の変換であ る。 したが って、送信側で はY属 性 を9属 性で定義 して

もよい。

(2)受 信用 トラ ンス レーター

Y属 性は、基本 的に数値(9属 性 の特別ケ ース)で あ るか ら同一の変換を行 えばよいが、

Y(6)とY(8)の 互換性 を保つ処理が必要 にな る。

① ローカルエ リアは一般 的に、整数 で、6桁 か8桁 でなければな らない。

② ローカルエ リアが2進 表現の場合 には、等価 的に6桁 か8桁 でな ければな らない。

変換は、以下のよ うに行 う。

① 必要であれば、文字 コー ドを変換す る。

② 受信 したY属 性のデータは、8byteに 変換す る。 この時8byteに 満たないデー タは、上

位桁(左 側)に ゼ ロを追加 して、8byteに す る。

③ ② の 処理 の 結果 、年 相 当部 分 が 、0000～0050の 時 は 、上 位1桁 を2と して、2

000～2050と す る。年 相 当 部分 が 、0051～0099の 時 は、 上位2桁 を19と

して 、1951～1999と す る。

④ ③ の処 理 の結 果 、 ロー カル エ リアが6桁 の 時 で も8桁 の 時で も、 以 下 の よ うな形 に な る。

× × × × ○ ○ △ △

年 月 日

⑤ ロ ー カルエ リア の形 式 に変換 す る。

この 時、 ロー一一カ ルエ リア が6桁 の 時 は、 左 側2桁 を カ ッ トす る。

(3)そ の他 の トランス レーターでの対策事項

① 拡 張モー ド指示

拡 張モー ド指示 は、Y変 換の存在 によって、特 に影響 を受 けない。

相手側の トラ ンス レーターがEIAJト ラ ンス レーターの場合やその他様 々なケースでの

互換性 は、図A-4の よ うにな る。

一66一



② エラーコー ドにつ いて

r36:不 正 日付の検 出(Y変 換 で検 出)』 が新 たに追加 され た。

○ 印は可、 ×は互換性 な し

CII

　
　

ユ

ワ
ば

注

注

注

○

×

○

×

△

○

△

○

○

×

○

○

○

○

○

○

9(6)

9(6)

Y(6)

Y(6)

9(8)

9(8)

Y(8)

Y(8)

9(6)

9(8)

Y(6)

Y(8)

9(6)

9(8)

Y(6)

Y(8)

注1)

注2)

注3)

三

=
=
三

三

三

EIAJ

9(6)

9(8)

9(6)

9(8)

9(6)

9(8)

9(6)

9(8)

9(6)

9(6)

9(6)

9(6)

9(8)

9(8)

9(8)

9(8)

ぐ
む

ワ
む

注

注

○

×

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

CII

9(6)

9(6)

9(6)

9(6)

Y(6)

Y(6)

Y(6)

Y(6)

9(8)

9(8)

9(8)

9(8)

Y(8)

Y(8)

Y(8)

Y(8)

三

三

三

=
=
三

EIAJト ランス レーターに強制カ ッ トの機能があれば、○

強制 カ ッ トを指定す る。

9タ イプは、いずれの場 合 も日付 を表す とす る。

図A-4Y属 性 をサポー トしていない トラ ンス レーターとの互換性
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